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ii研究ノート ii

辞典型担額における買喪(1 ) 

雄田地

不

信 i 章土li~ft までの穴用料約Hx't1~定的の挺史と説付制 l貰

議 l節 ぶ約ュ区松;λ

九')2 'r!W I 十廿Ci本物:呈
第日i'iI-j 近，11の本物返
有;;(1 節唯事?佼かり 111ヲむ~JlI-l-t{;
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第日節 j=}U丁民社:Jl[施行{をの'i':j附 手二ロ、凶

1古2章 物 Lニ著円t-~担保 !-::fπfTIiのだ涜. ，-貫生の満足に著円j-"，担保

第 1日他の非典明担保l芦Jずる貰!7!:グ〉符 '1
譲渡戸保とりに絞

リi有j会一沼保との光町
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第つ節 頁同特約{て3ニ4ι売冒と売度t:.1忠
当事苔のれま
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4ト典TI;llj内保における民R (1) 

j古

序

三結晶

第日 uIi 買戻特約村真正:/d'iにおける清算義務

流IH保禁11時代

一 流担保禁止解体過和
特約付境、止売買における清算の'~1r~

民;1、典 '1' の「完円」に、ヲ~n契約を解除して門的物を取り戻す権利を契約と

|寸時に留保する「買民し」というものがある(第379条以卜j これは古い~，.1:' 

を持ち、戦前の学者もこれに多くの頁を割いたが、今では余 i)it円されなし」

伝統的にこれはI11保として機能してきたが、他のゴ|典型III.i呆(議波十lI.i阜、代物

弁的]-=-約、 jYi有権情保j と比べて、そのjJ、的構成や効力等に多くの特妹性があ

る。そこで前 1>Ti:では、頁j犬の歴史と内下手を与察寸る c ここでえた知見をもと

にして、第2章では、 n戻と他の非典剖担保とを比較し、 n戻の特性を明らか

にし、その速いが頁民のどのような特イ土からもたらされるのかを主察する。こ

の過程でrr戻を用いた必波担保とn戻との区別等の問題を作めて、現代担保:ょ
に何等かの寄与ができればよいと与える。

第 1章 現代までの買戻特約付売買契約の歴史と現行制度

J)!代の白黒特約付売買は、売買で買羊に所右権を移転すると同時に、 10年の

期間内で(民法第日付()条)、売買代金と梨約費肘のみを Jg;i~してJyî有権を取り戻

せる買戻特約を結ぶ(同白í:~S79条)コロ戻代金に利息は含まれない UX~579条) 0 

第 1 章ではこの買戻の柑史とその内作を考察し、現代までの到達点を I~j揮す

る〕

第 1節本物返総説

オーミz人

口戻は、'1'世以降から明治初期jまで本物返(本銭;gともいう〔本物返に統 ) 

北法5D(;;.347) 26;;5 [236] 
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というc，]，;fi;;-CF8さμ た九本節ではごの本初、民のぜま1ど内容を;:叫九するため

にf、足な 投的知識につい cv)べる これは本物辺の ~3n~形態 pある近代目肢

の口J:;;:を理解する|でも必恋な知識である、。

本物;豆では、 主主がし余のみを召還すjι;王、叶!町中習を取り ~"1子ω 日の符!<<J を

契約書じ明 ~G-r る」和li~，、を l担らな ν 、よ〔で貨と!;!:r{ S:Jされる。惇刊行法!;(i訂(;権
侮灼れ削除雪H斗でありヘこの惟利は"久丹、相続が可'r;'~ご￡る}日} はこのlT'{

ij I で F 的~0の完全な所有件守点みへ弟 者への机旬、込宵叶であるの処分されf

場台、売主;ま第 ~v. 1-卒者 :.-=-ki L、llfi'えに栴:fiJ行使すゐ必'[:があるので、 この青年

引は対物Ife請求慌で!まないU
JさろA、

二の/:1>:.13Jj.'毛の1判"Ih1児期|出1:ごは四神の形態がみらii~ ノョ η 会合ーに怯年季有台

次第詰!克立;三型 ('731) これは、!"，(夜期間 I作;ヂjを定めず、冗金を:/、えJ工、

7k久に買LりたせるI!;:'lfであ£ 第 にf手頃泊二え吉山{ノ(JL~!) ，)これは、約定

見i間凶j に oい戻九なければ、失権寸る形Hfo であるつ第三に年 7r~1~青戻丈， ，剖(ウ

型れは、約z五h~iRlls' まわ過しな L と権利 1:::'N~できない形態であふや持~ ~.~ 

n.':予1;消tiJ-!:'1型 (T型んこれは、宍 l が行止D物からJlx.長をえご、 J];{誌がJl;会に

ヨ的物を守宅t::ニ:峰三三寸るJL;誌である。これ r，PJiしの)1明巴でも、'it:長した'")

i立I-i:市物本相JJlilj-catたをスるのじ‘ i早川は rl~有を移~j、する ごう也て允 1.1;

よる権利行使があっ式場〈でも、只ヰミlよj'1'W7:五a土うj、的利益をえられるf

-1~~耳、本銭共に百合的告であら「買 J+-!:代金か物が令官kかで才、物ど H.'を区i刊

する(二出!tkJff ~鎌怠時代 IJ:\ ':':iq:rfW大，l~l:，~版部明治toT) !j32 :;=:'。

ジ以下の概説は、 t( ，~ ~:手 i汗刻。f究肯制 F ，~、お:消吐:3:手dI1 稲村1I第 以(円イ許

可;新社、昭和29イn152(1-1 52f8.、1A藤進 11，ぇ;喜子入:~~ ¥，Ud士大学山版会、

197]年つ79頁(ぶる J

ご権利千了イをかn二ぬ権復帰。〉粂1'1'，~める点 l止、ずJ:二定期|引をイFj見す才 c ，二心畠;R'J:二烹

E:.こi;li七懐刀戻る守二季子己とIズJ]:Jされる〔前rrz 経済史滋典 E:i21只、白藤・
:tJl十::;. 279百九

J可決u'l全i茂|民事当例類集 L占セ竹、 1日76千t;.(l8SC+.)) 3.'12 J 、.Jr:lE;H(ll-

rv ¥¥' i?:mu;守 !'at" r¥ ud }usticc 討 "，/，市r:at"'tjatan Pa汁 11じ0111叩t(f，'C日i!(弘雪10m

UJT Laut. Tok刊 Kok:--，salBunka S~ünい;~ai ， 1 ~H 1. p/I/l 珂「方dtf数詞;の沼、告示寺
(出迄;こ局するEEお村家同士夜 坊}や田憾のイ担卒中ZU主の例τ;立、 l禾u[サ

今般ハ年々ノf十徳ノ:"1斗アレハナり出7註怯ハ利i止ロブ諸?it北京区:主伐lヰスレ，、ナ
') J と戸十。同 '11'¥1刊知生・ S30J、力uiβ河61:11;:;の|詞書はフ型であど3が、)tJJ
問巾的利子を'.kL 7'0:いl甲111は、は穫があるからだ土説明する

ー ~.Û、 0: 日 34 r; )'!()J~



;1 典ア;II~円 1単これ!，-;-i; ri.'己，

ruうす本初返の 続的'I，lι誌であるいこの玄均:!iが'i't討に刷IJIIIされだい、 lli.h
5;'，;i:，t売の宍毘になるまーじ}二、その判長七変造、てゆく J それにヨ);i ~ しその果

たす模台Eも変遷L、その内容も交わっとくるr 以:では十世の本物返カら始ま

る拭戻号、休ぴ)悦lとを詳しく考案すζR

第2節 中世の本物返

第 1f2行でのペた株式fこさ主&-"る本舟Jsは制台幕府による政策を宵0'U二本格的

(二千IJ治されだした c 幕i{f!立点水式 F:1232"1')に G_ " 御家人目T~互のf抗告を l河

るため、幸三管地処と在、主主のうち、前省ジ)，土民存禁じた{第4g条 次いでÇ{;~へ

式日注力11，是々 の124G午(延応2午)μlで役者のj十日7u?乙丈-'(迫力11条々 とおおたん

さらに 1~70ィ了(メーァ主，..， tド)J刀"H会;二、売買・貿を 一切、禁!した l迫力l条々

;;f~6~)条なおこの規制;;: 1~- 家人に限るんだが本物ぷは主主 I と与れな刀、ッたのご、

不1;IfJ 三列始めた日二のとう】イ(~UO 二J毛は売民的禁制潜航と担保の つのn誌研
も ，Iャコ これ以件、 本物:豆;判官1<;:でも王手んに不IJ日さ1し1、 ν 叫しば徳政令のだ

h本和二おける時代いうj'+(j，児玉幸卒、豊臣武信編 l本FrrL引税点21-1→世 c (]]  

本i'宇治、|前列:48'1')乙 13 問、 I，~--~ --f、予多、大正二;恒三f!I~制「ヨヲド ~if~o)視点詰 ρJÎ

]JιiHべ弘法、日早:14g年)14聞にしたがっ 古代:土、 iJi合事有:&.U:(lH氾年 l

LJfJ(;であるヘ，i'i'tl土、ぞれ以説か〆織1111，')長刀 *1甲足利五11M奇追収した1:S7:i 1j-. 

(γ、止んまでである 近位lifμ対代乃終わり (lgfig苧)主 Cである}

祉本毛主編 ~;_Ll沢氏;1; (l~:， 1'~十年同"有斐問、 l;?r和41年l 初日具にみると

i-~-; 代γ もト;11~ 4'-売買という売主主 4 利Jlj J た1 保があった ζ い行 J ノ、物返(/)，;;:~iJ!f，

;ついては主月土吾川、浅沼ノL券の発注;ついてJ (fよほ土還暦記念合翻 l到
外阿部ミ仁社台経!門出 j高;#，川、 H'~相 [42)年) 3'i:;去以 l'1がある.I守13に7只によると、

議，'，グ)仰]は1:270年 I文本 t年)である

乙司ーリ}がBOJ 裂に泊三なくな)たのご t宅政権が加車jヤ;t， .n~， の慣例を長め、 12. ~、

J予言二附しつつ編纂Lた渋川。これに追加!~ l.'ものチ止(永式河追加会々といい、

i不出午(主主民5年 l から1508午、7j(iE5午 l の問:，: ili加lされ f ものを建式以来

出かとい c' 釘負イ言tz}r- ';'1出]古代氏辞義~ (， i骨A館、明治41午).314 .315、519

n， _I.~乙式斗.;) l'す」f具、事現-N.~巳 l主主ごい]書いよるん

日 F:-i'~' 月・前日 1 . ::r-)l-;-l日、京市 引9貝は、:古代ぷ坊の売買契約い違主'J' ;主王L
Fあれば買+が売主に芯合弁可、流 Xせる取づlア'J~-rT (1' 1、この冗合弁況の村叫万三

二日社5り(仁 :l4:J) 2G三3 Lよ2只1
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象;こなった 'J吉川条々可~.f?ぅ語、法武以来 l星山ノ'~''il 73ぅ語、 17/1 条、 191条J ユニ

本物況の，1(巾物:ょ、土地、家保 持の':(;J;I;じある作汀世や位那靴、人等で

ある 口約物。)r片右:J原口とし C 口+に移転!~， /"ぷ物i且σ>t疋約形態もア、

ヘq j_:，~~ 寺がみ山れるS

止ますr-g- ると、本1司法~ :;::;J:~家人 0， I地売0:.8人京市IJを契絞;こ川辺さ札始めた

び〉己、禁市j浮干脱機能とJJ:J.i*機能ふ併せ持ッどおり、 これが断次、イ両信、;二広まっ

t " F G'Jf担l立小三，J;J主 作手1・人苛色々である究約型態(土基本的1，:自ト況である。

発m:して本物足L なつえーと論じる 127の年γ.L;"，士月数民があげる 4物:gの長当
の外引年代が 子えすらので、おそらく~'，，- ì のべた) が比五:原だ九ぷ

4 三品 11ì~J、帝j 史之研花 ('1:_;'D/.:rtl吉、大 l一日子f)838-839員。

日寸立坑条令の方!立水仁惣はfJで£る ノ↑、:防地{土、期間企1日月わす、完全を711戸し

て1::い)尤すよろ idJ乙ているのこの辺り経緯について、 一れ1I ・;~':; 1さじ 汁 1 • 

528 ---~:-l')支 L 述式以-;;t:-:jJ力11 第1731長:手、 1 ，+，+1年五五;占 Tê午)、京都を zおじに起こっ

た術政 校に I-~日.ÌI!I. --;i- る都政 ó，であるー凶みじ武凹↑言主家法 (L:Í'17(1-: (ベ丈16(1) 

G だノ fù~_iG条(こも本物広のl511二が品る日芋 L くは三油・前打 4 ・ 927-928頁u

l色刷は古賀 お注2に河川}口

h 家屋については耐j"qL/述式以来退JJIE)j]7t条 ↑下人税/↑下ミご積三日五)の

当義について;干し<¥'，-!-禁寸台市・注ワ. 1I イザ乎悼とぷ暁上手号「竹人恥 j 、 ~;ii::~.LJ

l千八沼部職につ， .ては抗j時・"ぅ l節・汁 2・つ78 つ79rミをみよ c 作人i織が
:1 (1';物;こ在〕たO'Iは l銃j夜氷点家資料中 11止力 J 【11f(:):11 ¥¥"V¥'w.rt'ki/i，ull，a:':.jl)/ 

日 llcry': :nizlu [，1 iti l"，E.htlEl)、喧抗戦う口f!(jq却になった少Jはドl→桜 第1筒・出

ァ・ 280豆、人(河Lてし工:浦・前;_-7-:<1・ 837頁i!~ì:'t をみよ 灯、J品、人好 It.:J.lは

丘町、禁11である 手令で(.1.ft;[持を除いて人身六日は古川である〔寄託尋i!i!(訴

;宇治 il ，tì~' C-_d8~TI~ 0グ〉条、校f字的立から!3jj!'口の守!..，υ 律令J)而典は勺i立1大系編集

y;r制『第百i培椅1'1史大系?上し (-r:-r'J I j I)}、 ι:@':l 、 11(< 利 26年ノ、 I;J"可時i--~~J 士官補問史

ノ人系右主主都世改版~ \1守川市、土:主;、 E~HL56-(1 リー中-rrt-'六よ、 1nj主σノ|時なとにすく肢

をどtl 宇ゐのを黙認 4一心こ介もあっ丈一〈この頃の八吋ぷに閲 L ては j~刀 11 長々

第764長、第78条から第8.1条、第き7条、第~1()条、古ワ条今-，~が?J考に在るん世に供Ji)~，: ・

吋'， 1iiiJ・ zャ 2. 27.3trご

lt 氏 1J，;A:iH})n第 173まは、 :JI 有均 .y イ WYJ-;;i-\~!~ に日l しし完全 ~:.11'ù':iしない

ので、相視イトキ:~められないことは不都やだからも民主の血よる収ふが元イ、

;烹っている右九、 'J，;上;返せ、〉命じる 命令でエ弓 (l)本物;gぃLている

買主のj収誌が前夜さ .(Lて1" ゐので占有路中二を〕てtゐゐ、

ド本物;!J;0)例は、前{-f:.()に半げたも仰の ~fl~にも主打・前ì'F 1・3lJl、民、 {/j藤・

第1節注:2':!t;()、281-2お2買などがある

12円J ー ~.Û、 0: 日 344)'!() :J2



;1 典ア;II~円 1単これ!，-;-i; ri.'己，

:つした本'k~ ，;込 l立、多少の変化を沿っつも、 {:-~任でも 1LrIJこ汁引される J

第3童話 近世の本物返

úl G:でも ~g-~家人同?誌の売買はできな\. '.L_ またlG.'l2/f (寛永19干、約六飢設

の陀、生;;:.1也、1&り、ーだなくなった l'iλ 農が=畑を完J平L、冷起する h-. '~滑

なπ姓がこれ苛'(::い肖めナこえが!広岡で翌す(立水 ~O-1f-> :;月にII"l，L七林のポ

f(売買を禁 lしたので(f~IJ青山吉克{~集成1:30号、 131!L刑主"J(iiriJつ6oL，-3、この禁

制を沿ijk寸るためいもE物J豆、 P:流れ等が利用されたら ，f'l_引は、徹，Ij去した地

hもあるが、 I:.f，'半は kこうした潜別手段のために'k対 '1がなく、またこγえと t土主

~ Jr:-t廿の法判については、下に憎f司猿伝。~'~ 1 '~-:"i . i-;:_ 4 悶;~'~ソ浦1~\ :3 _~CI'~ 1款

1受口ノ:目下 や ¥.Vig:lI0H¥op. ot. ch ソ刊iぞによるu 前:行υ)d ~ J年は明;t:l:~ 

J!えが、調企lJ象は i紋向指熟ノ人」であ!) ('1m粘執筆礼的 l丁人，i?され

ている慣例はほとんど，'ejr:の 'I~例である。 t;: ，f自て、 :'ffiYJ主日長介記、記 t ;;，;場合は全

て liiJ--~ を指ずー技 ií.( ;t i I :4:--'-J丘 tli主に 1~I'tοfrJ:究であるれ

ど徳川政権は当初、成文法を完封:ず、;f')， j上自前条ノ.~:;七節色活保ザノ係ヤお l 条

仁より、 -t;.;1:: ，-.1つにの亡、え11仁よる十地完封・質人の禁制会改めていない
{市資 治之節・ J十 2・'7(i1自を事出した 法立は川吉:にt工科なむ Wig

治

nυceι ot， cit， p.:-S(i は j~~:Lが禁止されて:-t'る武ょの原教Jili(，こっし Jて、羽田国間
三三.t

~ß君じり)恒例を紹介 t るじ 旦、領主に)れを退去五L、実主がU分へ口実湾される

ことを詰lお寸る下と c売目的支を品げた

つ有F:・第三告白 台 2. '/1)1賞、 主判;1立て、行)I J'i.JJ力樹=佳8:~奇書克保害時

波書;2，:明日9千r;-)1. H工u を捻れずるシ、~初、成立法を72のなかっ λ 徳川

政往ではあふが、軍j次、失事万)L古""宇じっ伏兵が編集され、 1古l々 の口 J¥を修正常j

売する削除古といった出?法;土、役に評定所に.J:1) *百襲され、前剖(書長成と右ごっ

た J 印刷r'i舎の l<;c(土の~+;~官舎立保守Z成の川 J 番号を~1:~.~し ζ いる。

4 屯川氏次川 'H川左右Ij1:'" :'11恨(有斐問、ヨ[i司i百年)4'72 _~ ~，~_ぶるこ、引いJ
0) 1 " 4に/えび、 li8ヶP;:11I、'17ヶ刊に散II'.1'ム ~-JI ([]平紅戸時史節料 品.12 

第 l節"注2.' 1J4::l頁;ニノ、iilJ 京支がある l で;主将l形式土は禁11さ札、まに

悦ね主仁dB~にも禁引だったυ だがこの禁制は辺、J され古かったのでたびたび繰

け刊予れた 1Ft汁日 匂司王完走i忠男こ成i出 i、l:-i:，;-i 1____) 治~lι、 L4;;との公ナf

db定ぷ第30条、 1767年の徳川ITヶ条第31条三千 三事lJ定当;ょ3友好li之m!.i濡「け

本内代û、典全」再版{惇立朴、 C!j治日目牛人位 ;1: 了7 ウ 12 は門賞.1:.再 rlnb ‘許;~

1こ)1"1さtしてL、る l

二日社5り(仁 343) 2G三i ~'!401 



研市ノ

をロ干す j-ll:しりもあったらに河凶、家財敷 家出の売買:，;、基本的いはョ白だが、

禁I1I.て νる地方もr あった(i :r)，~てらく、そう L た地方もノド物辺~o)i梓抗手

段にようて、'1':対Ijtとはなかっにだろ"，

この明に会.{)(V 、不均;Q::!l ll乎Jf 主も多様化 J て v 、る日同~-~できゐだけの t 献L

当れた訟ではないので1~況ではあるカ、 Lじ 'LJ本代売で与が争ったに)0，1、主!とされた

ために近江1 ではヰ :I~ 1')も 屑、農民IHJなとでも小物-;ti.!ょ操ん仁木.1):1され、 Ili'

1'"も名様化U，'のアろう『

近世寸{土木物返は買と i日~lriJ されることち志り、こうした iJt， j-"J ;/j{ ，1京~で JL手Ij消

却型 ，~L型) ~土 ~Uこ吸'J.され、本物況の~.:~nは三極設に減コた九本物足がjjt

iljl;i~W~ と担 1j史的 うね際沼会併せもつことは変わらないQcriった 静の河内

" iH焔111林ノl;::=~禁止が徹底した地別手、持域国内 ;~J郡、市建ヨ茨J此市(区別類

柴・ ol 、有此回布団郡 (H・.351 写であるハ 1"1‘4-73 ----49~?、 506 ---551 

jから官三副寸ると、山山'1'、lli:i"l72円を111こする出方はお山 許寸 1苅が24出で
った 袋町:i持説のf列!とじて は流主主が11-0亡、本物工lえが ~1 {i-:s とみりj】た il'l:こ、
(えごに，11縁者冗で設状を↑下 lぶして灯l5，、平隠片に τもなって行われる引産

移お} が5部、ノl賢が:l部、当T十干千問*イ¥'-ソL:'tlが;;布、:也の手段が '17mでみ(，

れtc 部、部が重夜 J たい

。;引j えば ~jIH":詐J己主じ1; nt't明主主ちに・立lJ) は出丁池7L:rtを:でじるい
i 十吉丸熱集やH本紋;書士長七九・詳う 下1*， 1 i奇H・1キ2等からが物コ_'sC:::If1Jf言論会知
ゐl担:).点字げる L 、本銀返、冗会旦ン、本"と也、J[止と返ン守?の1也に、関東では

カZ

年半'jr，あるいは年切Jふ同点上述匝よ乏しがJ認で!まウリベ，-';1) !::;:千称さfてたといれ

なぷ(1づか払えな泊 iったので ，J:::1':':返シ、その，ft--;;-:でめる本でイ!了Tを納め
たア剖の異民間的事WiJ U出 4年!主1:'，ll'年ノノがiめる u忠舟 l長す丈丹釘l
hup///玖 V¥:W.3rC}:iV. lOkuヌhin日 εC 円~.;r: i artjc~e ，" l川007汁 18.hrrr:L'

日:j卒径;'fofIt辞典・なき l詣お j;':;・戸 1・ :)21]王)十e!ylj羽生 e五以.HJ;←l、司

自f義需の慣習;お!')る「ノド物返iンJ では賢し更し吋に宍土が手11，目、をとり、午去

も禿:主うす告iJa-j--0 本来ならば、 i古川白ノr条主.31栄治4J.e!により咋頁を:2l:晋ヰ1

にi:{l'υ 与せどはならなしとJ"残りの;)':7;;は確認じきる u ア玉出土慣例勾去 、II
513 、 5i5 ， 517 、 .~21 丁、明ょ日 nr;rc ， ψ 口/ド 2C 、イ~!訓告到頭集. :)'ー引2、::;17、

5却しフ型は、rw;.:;11----512 、:J3(人!J{~': ----G4_n J 

9 1、初返(/)例ワ)内、足柄言，，0)主)1 地てμ也の 1刊(慣例刻集回 51::， --n は、 ~iiJ郭で 7に

代弁をロ干:〆ているので17、制、持::¥I，の烹|ヌlではな v 。飽;こ同恨1
'
，;受，山郡山出J(/)-1:属、

llh，1り[の例1(1寸 日立了j、計予言:Uil沼郡の物品売買 (Ir-，-; .沼i丁人民!万lr;台数訴

の をの別冊ない L集台1ちであるι丙てと株 (:rl: • fiij2丁)こい〕本物フ:z;'i~{みられる。

ー ~.Û、抗日 342)'!() i}()



;1 典ア;II~円 1単これ!，-;-i; ri.'己，

J了苧月~i，古戻出 につき、巧イグコア による D'~J 昧はしミ"旬査がある イタ梨

二女浜町では、真段、 林の'Jli?Jのノド物辺がイ先われる長辿:よ毎年果実を生じる

ので、期間は10叶である }J 、山林は)"~長 l二必'2な t;JJ?:l1 を経。まで伐採でき

なL崎、ハ s()年かり同t::.J:: )-.いう".つまり '7!f;~J!J 山石特十ムを受けたFi:ヱのホ'J 7'

のためじ利用されるーとが多e'

小物民的汁i川知に'" 土地、主主(方、、物日l 般 財UJなしミし集合物、札 玉、芹

手、それ弁人身 JLfTl 土 I~\~}~j:，-""トがへも円[j"(均lな_)l-; 1" 

頁!え梓1";~'fi!.C) 夫t 県は、庁，jfiを王[誌のヲJ!こよれば、 l 売買はtかったものくし

ι 取り出-，p内Vl &~:'JÞJキ除だったらし 1，， 1九ただ対物 er(;'~;: ~いだろう J

総指すると、近 ::1:0川、杓司は、中 11' と Irl~ ~: <柴山1骨悦と引i絞り総花やもも、

11I悦ァペ代ノ己nの?:ムこな少も力とわって、 ょ υ~んに手IJ;r:され大レ考えら札'?')，) 円

的物は司、到底、勤段、権干1j :'7孫々である n そ〕て1空手'i1T:t(/)効果は、 ì~ 止的解

ト主むあるo

)!r:\i~ 人ると、ート;血主民の禁制はなくなる J てれ γ したがって λ物i~(7)筏能

もをイニ，-<， 

これ3l土禁制札であら「禁ii!!J外i/)初を十一物返する場台は、専らlllf圧は前だろう n

f也;こ ¥Vign;of(匂'J.1'Ii. r:.20 

() ¥Yi日目。re郎 ，'if.]l p.~í'.-lB 

ムム口出拾にl謂じてiよ}内 9，¥Yig]1:on:οIP. cii. :).~O によると手引古家主的場「7、

;'l~j二は':"(反 11' 1() を雫んだという)人を日均約》しプー農民間の本銭返のっと科 t こ{志

烏l早;立文宮山 hup:，" ¥¥'¥¥抗日chい LckUShÜ~l a. ~cc.cc:'.j p/ a.rLiclc.' (;0073~!4.h tl!.11があ

る，t，~論、人J，f完六 f手'l 'IU;.r.にu土!パある。そ<7)初めは1616年リじ配 2!f; 
のμ十:J""(める l牧長;;人安売買 l汁波丹市、 lB71{ドノ机 辺貞に的枠三れ

ている) その{去の取り +~'i1 ま:'') ~:.似して、詳し、 μI，E王、六，t. 治 1 王手"')\市J'

t主3・11131頁 17[ :1 紀キ頃しは人身 2己円は一拐される禁制!の古礼は、 f却~~Ii さ

寛深競技25、おけ 6 ，)8(1'~ (万:11'-'しイ1')) 、H・来日立つS(----.i (1661イ: J寛文冗イ))、

河:宅主t1呉卜さの1:-;または)Jj触で-完成48U?ll干1，待冗苧 5片))、1';. l:J41 (F1C 

~ u正徳 6+::1)、 円 1:33:1 (、1734年 (~1:r~19年/等、度々出された

¥Vi.l.m:¥m'. 'It. cit. P刊 誌年前章第 2節目津 4 .836頁 b ソじ~の解除 i:-1' 
y 
〆o什

二日社5り(仁 :l4J 2G49 ~'!42.l 



研市ノ

第 4節 維新後から[自民法典前

維新没(7)対治日イ12ι1日[、「地所Zく代完工:ノ依従来立帝'1ノ込古今叫民共売

買ュ'1，IJ町村快犠枯:左汁快r，; (J"¥JbC: ..布告第五u号) ，"定めハれ、 IH ，till j}げに冗官とぎ
の|比売rc主解渋さzたごしたがって、京日夜If!，o記要はなくなり、本初辺に
(，;;: 1JJ係機訟のみが}!</j /:.. 

D:}}、只起甲'j:f業はn)1汗，，，年からitけレdL1、町」汗i1 ~.)ê乍に l己[三日、興苧 ~jr; な:)、

|寸立、 Iじ託~，~~.コ設の;義守主によ i 、明治ワつ年に設定され\l~終的に明治以年に

il、停泊28~ とし ι 公布されたu そこじは受足 と1 、本物辺は:告されたu JJ 

lでは、!日Ri，t、円引により市王でや述べる一本。"弓については現1了民Lt3司王で

成文法はないので 日j拾お咋 6月おじ 1.(iE主'[]'布告第10ス0'tJi.::21~務'L':'手前九条

より、慣司によることにと丈ゐのご、当時円裁判所の認識にメJ-9L i:;)恐慌が王:こな

る J

ヰヰ均返l寸ii未成主;2がめる:こについては政府もiLiE吊していた J それはも g 

県iÞ~判!りに1.;;:) ~J也!り，'，コ限ノ'~'f;:及ヒ '~}tyi!.'~正正ノ庁長ν 川河;lJ 明治 9 年 8 月 2ß[:j) 

とそれに，i J する政:1了~.~~; ~~によって~I.Iることがでえる Jつまず勺;:;e 1粂は、売買

の約百二につし刀、安約制]*1¥::えも池券古詩を.;y.y，'f1.lが小V:科与を詩，Jとする例

キ去立すべきか、とい今fliHト吋 イj";j~出 2 条本幻よ、 'f.相荷役を完エに負JH さ

せる b、計上測がγ(;':-1イt:l:の取れ2-しを請求する場合はti1ci;，J\j ，~ J;~む主主 2.;} (剛

丈より、余波貸借債務ィ、履行。)J品今に、~*'?í'1 日jで;1\砕を併千したために '1 じ

民法 ]1間百挙手さ主の始まりに ~l :~て;之、 "家主 r!JIJ [rj氏法 城井01総本 抗。

1河iuil、市tま:.~:千組?則己、手研究泌さí' ~J' "hñ 【 ;11:1村14u年内、有 J: I;，sJJ ，;阿Ij、
寮え法二:女法律|守秘29告白り郎兵 (Ji.H1132i.，.::)，'1 平日iJj"隊中の:j: Jエi主獄、そ
の他、二j時を'1きザ者のi止乙いして加j.;..;:s"ニ司法当;;、手校"，}t)'f占立とWfヵ午の
:-k況 J 伝曹司ナ」 317巻7号制去)、 ?村和郎ヤ併主主，;:明治ヲコ年j 弓 4口な

どかある。

乙!日民i1呉に認する議'jl.(よ明治19年三月行日、じ、可議案(TJOn幸福太郎編「正

正 I;j~ 吉議塗IR却を 1 ，元主配菅説法I?'干1行 1921Blj、刊かみると Eい。慣

習!女，-ミJ違1?と難前であることが問題とさ札λーが、起今関係者は以前Lてし 1

るハそり後。)V:~れについては、 H ・ 19:39良苓 H戸'，C'明治烈年 ì :-::汚1:、第614号

同23長(ブ:~7:. I;;t "~; ~花筆記:}1 芸;:319fT以下 ) 'C HJ決された"

日市川11 術=説1J F ，~、実自民令 11害時社 I'l，~治 lぷ年) 1~:)~ 山長、 f号令日9-00

凶円

ー ~.Û、 0' 日 :W:)'!()48



4ト典TI;llj内保における民R (1) 

た"[11拠等σ〕イ、都子7是ifのために刷治 7年以後の出訴期限を定めた。同条は"いI訴

期限を 1年限りとする)にしたがって裁判すべきか、と伺をだし、また|可条i日

書は、 ，'1'，訴期限組員IJW2条にしたがって裁判をした場作、売キが地所ィ、波を三主

張「ることがあるが、その場合、まれ肝有権のj可在を確疋しなければ裁判がで

きないが、買得司l 舎のみで、地券害替、地書 ;i:~y'をすることは採用の|現りでは

ないか写の刊をしたりこれらの何に対し、指令は1i1J第 1条につき、「買得ノ証」

があれば、訴訟を受理すべきと新令した。第2条本土についてはi，J'、の通りと
し L指令第2条)、但諸については受理ずべきとした(，日令第2条但!c.

i，J，再 i条かり、この頃には、内有問保型の本物;gが干f{iしたことを長11ること
ができる 3 買主が小作料を請求しているからであるの伺第 2条本丈からは、買

→ドが担保権者のような行動をとることがあったことを珂lることができるレ完¥1

であったのに、売買代令の返還を請求しているからである p そして何第2条但

舎からは、そうした坑十のーャ娠に対L亡、完十が所有権移転を否定するよ結合が

あったことを知ることができる。

三正裁判IJiは、伺第2条までの状泌をill慣したのだろう己 i可第日穿こでは次のよ

うな何をした。第一に、 {1'llJlを決めて、元<i;を返済をすれば地所を差L.-Jft!:す約定

と、第ーに、年限を定めて、司之年経とうと、取り戻せる約だがある場合とに分け、

前 のf号令なら約定期限内に、前 の場台なら約定期限後に元金弁済を受ければ

地所を芹し戻さねばなら F、またn上がoい取ったj也iYi-は処分できないのだから、

頁主は所有権を完備したものではなく、実質は質であるから、地所蛍入書人規

則(明治(i年 1 月 17 日太政官第18 引にしたがって裁判してl~' 寸~

これに対して、 jH77第3条は l伺之通」とし、 H条但書で l其実売買ナレハ

年季ノにメ之アルトモ光oノ致事j可致事」と命じたυ

ここより本物返のイ型とウ型の存{， (if確には期限殺から権利行使がμj能と

なり、以後は永久であるからアウ抜台以の本物返)の与在を知ることができる{

それと、三重裁判所は、本物:亙の真正売買性を否定するが、政!なは、真正本物

Jgか担保(質)かのじ玉川の巨、佐竹を認識しごいる}質ならば、地jリl質人再入規

則にしたがうと同時に競売千杭によるので(明治 6 作 2HH日太政官{X~51号、

|可年 3月27円司法省第46号)、所有権取得、つまり流質はごきない。これは:

.~でJ1lう;QlF.買戻か売波担保かのぷμ向。〉魁である〔つまり買キは売買と午長す

ることで所有権取得を主張し、売主は担保と主張宇ることで所有権移転をめ定

する。裁判所は本物返を担保と扱い、債務者保識の>r場にすち、政村は、真if

北法SD(;;';'sD) 2G4i [244] 



研光ノ 1 

売買と認める本物返のUJ能性を残すなど、やや債権者側のす場にすっている。

この後、大審院でも本物返を扱うポ件が相次ぐ}以下ではそれらを概観する

(真 if買戻か売波担保かの問題は次.~でまとめて触れる)。

明治5年の布告前のポ件については、|円政府法、つまり同畑永代売買の禁制

に同I1って裁判がされた。これが問題となった事件があるー

大判明治36年12月9自民録9輯1367頁 明汗!日、 4年頃、完十が所有地を

買同期 1~1 5 年 C買主に売却したが、期 I~J内に頁民権行伎をできず、での後

も数十年間、徳ヰーや小作J忙を納めた。 後、阿34年4月になり、所有権返還

請求を買主にした口売主は、明治5年布円以前の地附永代売買は無効であ

り、当該契約は水代ヲenに穴戻条件をイJしたもので、肌うえI;-eあると十仮し
た。判決は、明治5年以前の永代売買は禁制だったが、永代でない売買契

約は合口、だったとし、請求を棄却した己

元の伺指令でみたす場から「れば、ノ'd'1契約の畑、対Jを i:A長するのでなく、町

民特約付売買がjH保であることを三主張すれば、判断は異なっていたかもしれな

いが、そうしたよ張をしなかヮたυ 本物返肉体は近111:-('も禁制でなかったので、

当然の判断だったといえる。

大判明治20年 4月28日大審院判決例民事集・裁判粋誌1巻164頁 契約締

計は字保年間(1716-17:16年)ごあるつ恐らく先上とrr上の先祖だろうが、
田地本物返がされた l恐らくイ|不は永イ1)。その後、売烹側は80"余イ11山(訴

え提起時点からの逆算だろう)、 n主に半穏にIyi有きせ、ここ20年来、一

度もl開会Lたことがなかった。明治に至り、売キが買月号特約を三"，*L、所

有権返還詰止をした 服審は「本冗戻シ」は111年経過で討し地になるのが従

来の慣行とし、売主は「ロ青戻ンJ 0)念慮を断ったものとして売羊の請求を

皐!;Dした 売主上告 111年で流I也となる慣れはなく、それは質に閑ずるこ

とであって、錯誤の裁判であり、不法とキl反した。大審院は、売買契約で、

年限にJ句らず、冗金で買い戻せる条件を付したものは「本物返シ」とl円え、

質地同検の処分をする裁判出悩であるとする〔本件も契約時から10年以後、

「受戻権」はないと判不。売主敗訴{

[245J 北法:i9UJ・:;38)2646 



;1 典ア;II~円 1単これ!，-;-i; ri.'己，

故山l凶γ( ，;t)t(})年H~:~l と|同l じずf坊にす巳、主均 :!i を民三 )uJtはしている。保うに

先 I測がνふうように、徳川!t~:f) 条第~i:! 条:ょ質 lllJが 10年で討Utß' 二 4 ると主める c

土がこれは4 物 )'3内定めではない、手伝 jl-~~、つま 1) 与すな'--) ， ~恨の位預は

:3 ，f華あ i)、 7 町~J (まにはアウ混合ω)の'F(烹却問は水年であっf:{ 与 UJ~jj /! 

法;こJれ(工、ラ宅:干:まノ:く少、にTI戻F古求カできる筈で、本物J且をするさ与÷釘 (l)認識

の多くもそっだ 1 たこいわれる J ならば、完一れ L~.K':'ぶどん去れる?キマある l

日がこれや認否ずるど、 rt し、反ち 1 しない ~R :ノ、所千"与の侃 I;]~ がプド久にィ、安定に

なる口ぞこで法律司、泣/えの!訳出lを山げ、公法的見地から i見たり r~':'~ 平c績を提出

したのだゥうつ F れ:i;--J-tアソすーにのUJ!l，j、況及())-J~主主的見地による;引れ ~f日が

~;;.饗して v 込るのかも仁れな L ともあれ、この時九のtljj刊では、員同月;出力

最長を10';;-:_1斗，::L iι fがこの期間以怜irさ札る

大判明治33年 1月24日民録8報 i号53頁 山rhtr戻詩求ごb:イ与し n安司JI取が
明治2凶二12jJ主だったが、具主刊がlHと期限とし七戸そ[て売主が民王"主主

戻往<"J伎をし九三 f(jはr期限〉した手主を争止が、 j主審はこのごド J丈を
認定。った ~~'j(;は並お IJ:l(，i)約定も公可:に反〆ないとし、目プね〉上 (l をラr.:tl; し

で少

大判明治34年 9月23日民録7巻8号37頁 |地':td~頁，:x :rT約付売買契約事

汗 A 明治2J'年日月つIE~ :喫均約計九 10年終辻dfeの也不iJTJ伎は*久でめる l'l

ウ浪台当'J行わIjfI::土tdi去施hHリiCtt)え期以内市川とはなし¥ーとを辺Eに)れ

73長')~条 l 質池小作取引之事」第 よiよ l年手間けおと jて1年過fノヤ¥質i也同地」 ζ

定めてし、rヘ

F プランス民法f:第2条の法律不逃及 J京則は、 11'1人的権利手がど一社てず!によ"て

容易に交史されるなら、佐へのイ、久をJ713、 波JIJ五去を脅かすので定められ丈

i， fおl天下jZ-;"仏蘭円民μ、:T ;人宇編「、有斐問、!日事I::U年)どり支) ぷアソサ
jご昨 i'7j~:日以法!1出日行;，~期して泣 J た 'L<;'王原理詰律不寸崎ノ止論ノ;-，丈出:背広、

明白28午) 38 却頁:おけるiJ、但小迎及の荒本u<Ji:i口u~止次のようであるハ「yj、

常不巡及ノ涼問、他人ヲ与ス町 ij:;ズ~ノ r~、別ノ結果ヤルコ l' IIラ明 Jリjυ

1イ、週l及ノ涼七IJヲiFi-:!i.ニ涜;Jjスlν13メーハ百l繋'1スル蒋J勿/7一成:キ新庄安煎ノ

時二点'!蔑ij、二官、 'J既得シタレ権利いJroit()印':1日)ア"，ヤtrヤヲ論究ス}レ 7

J 号泣ス J，これに E るなら、卒~~)I-.ICrJ I:.~- 売主測は準。H>取得してい之ので、

ネJ:'~)、:ょ η これを古 T るこ!-はでき右い C; ~.f /，~が、 l 公言需 品スルノ恥得権ハ

訓廃見法ス IJカラサ'"とし、公益によゐ i刻字ィ、~iM /i引例外を it める Aワ7貝)ι

二日社5り(仁 :nl) 2G4S ~'!461 



研市ノ

をイ-('0)としたい

作手H'T使釘間 r制限:~;!，: fi;j治20e;半IJ~~.礼会合:史しといる 今!立は、法iiでギ溜投

Fしでもうミ主主に;ぇLなv、ト考えたのだλ'.古 ての夜、 l司誌の判別fが続く (人

判明治3~Vf. .3 }-] ~:口氏3三日情 5 史、大判明治35ιii;j C J1;;録8慌5号19民は

ア叫\の変止l を 14めるに ~/j 考えムれることは、 このl守朗、地価がi日j騰、

おり“ その毛主午政 大量 治ru干めR::n，l.:，IT!，われとた+1数人対;ー+のお

%が I~れどのだが(人判明出:3G年 l つ刀 o H民訪日和1:367去、 Ht干ーの予刊が人判

明iL'4-i-"f4月111口氏俣1';荷221応、こつした7寸百があり、池十を保議寸るごTI言

がヰじてしたのかもしれないひ

前掲大判明治35年3月5日 従来以手朋:ま不明3 アッ没合jlHであ必c 百主が

係争地所なもん;0=)-に転xl_~ た 紋円は特約につ弄、烹1まだ》たしその段 '!L 

主が被;11(ヲ j直接、員同1自決O));;;Ltt'，表示ヰ J たが¥;-~>o.;.jた供は)Hf，1;， ~_)た 町;1

審u、KiJ、他行以可1)はf'::_i: ~:..WI-M;栓を (J 伎し右くてもむ作者(，:J1i受諾止が

できるとし:...1'9求を説存した。 1!上i11測;土、次的よ λに主張し、上iI;したn

J)期間市l 制誌の特約は還はである;.2)'0 去の詰ポ~-.~-ll'，"C山代金の父卜lカe、安
である 去、売主:ょ只二十二f に殺行ld求 ~2 -1-"-ねばならない ん詐託Jよ、」穴のよ';

l担Ijl:I.Tしたいく1-":'ついては慣習、裁判「も有効 νしてすミた '; '-< 、て!止

民法I血行附こ民法;;j'~583呆 0) 如ê' J;ç 屯は金正し宍 lえは意思友不をい日~_h

ド，;:~代金を父叫する貫習であり a 裁h トもこれを認めてきたL

はt¥;:~fi !;{fi f'T ~ìí は~したの笠ぷがあ。か転jヰ話が特約のイf打全知コごレれば直

ち k 'W;f~，:i円に;ンJ、できる恒例で、判例もこれを認めごさ t.り 「告乳刷、}

Ic，絞fljには買民ほほ対八慌に過ぎなか 1たのだが、 ';::¥:I!ょ悪足以得J;;二位E毛皮

格化干'i民ごき ωどして、三ノ'!C'

大判大正4年12月17自民録21輯2131頁 i 地本物返事1'1.明汗ょ9~， υ)':'民主!

奇問題にじ-::-， tるので、契i4-;締結l土?のloflだろう 買戻)1，j問はl賢治29年以

日オL附 ホ京大I;U，:L..JUHにコいて快111恒久 (6-+:.0コ借地』¥有安問 199日三三1

4ë 、 9()-98 ，~-，o :yj治犯との事刊はよう了、 i円24主的事引は'-r部門の烹1'1マあるに

ー ~.Û、 01 日 3;; r; )'!()4~



;1 典ア;II~円 1単これ !， -ji; r;"己:

r主だったらしい\アゥ没什~~;;t:拘 ι炉、ご 11 宇が所イj 嬬珠玉ぺ HJ ぴ6 日己1寺

中ム詰求そしたところ、 l訊'前ーが円売買と 7)ι! 、 テナ1ベト丸れたのご、先i::よ

|古い次υ よろに主 ~R した、 4，;，{日::3*~つはみ物)~でみる 原審刀牛1t契約

を/1-':*J!Zr忍'"1'i:_，ながら、'g{'人生J干Jでもな〈、与戸戻三年1'Hす古 i員{鋭的でもな

く、 jJf売π 予約十Ht売 TI契約でめると 1判断したのは契約の住民を ~%t拝して

いる}本:lyJ氾 U)慣習は干'1例:Ctrj号べ利明J古2υ年会引Itj)も認めとお II、契

約期l問淫;0\で初めて夜也にな L) 大審詫;土光叫{前掲市-]('-ì:':O午半I~;-h) ~t' リ l

端し、地所売買契約で年 :;nc+旬らず1ι~I;:で買い lえさせる条れを付したも

のを本物I去としル¥10午以fえは受戻ができない この本物J弓はITfjH-; 19午前

ラヱにも完了われてしミなもので、その引貨は吉六条町ノず売員に外ならな vミとし、

10コ:Y Jo1Jを ~Jn，C0はときず、約定の持l慌に〕fがうが 明治 ;9午時占でr()古
格を支宍L、結条1'1頁主(1)I丹自:ニ帰したとし、売主111;:を買えJfさ士た

~，8IRl i，:'"ついて糾;官邸主判がとル復活させたーなぜ判例。「オ哲史したりか 議つ

か考えられふ っしi、この司、又iJ、第580条の期首がij、定期間か否灯、議論され

法定期 :Li なら買 lえ胡りはよた法TJ~才]悦!日 '11こ続続されるのだが l民法旅 f了法抗3/1

5長→ ~f;:~2::長→第'll'長 M':I 手:J例の""場は Jえ対 fあ 1たけ、:;:IJA_ll一日年1:::月11日

比以20瑞 1076 自これ(-:~)'，jし、学説は、公羊 l__ . ())正地から件、定期 :Ij;こ1る説

が多数であ) ¥鳩111秀に、我妻他、それl形押さ札たのかも Lιなぜ A この

多 t~;!.~~-!，(土犬木町った;:'_9 :~l JJ 8 :I.l~今部下リ渋(点料つ6料 5SSfU で::+唱され、

これに以寸る判例:ょ会 ζ1t吏されている L も弓 コは、前掲大審百五:rlF;its4年目

1Jお 11干Iji.えに関して推司した Ujこはコ症の三五怯ー戸、民主を仰、日正1 るiiUカ'1じた

のかもしれない、再立f;:広義では円戻L 今も)C.:， 問ずゐ判例「カミ、 つ学Ij 

ヲ

ノ:;)~

大判大正9年自月24自民録26報1343貰 "1再売立下約枠付先立事件山、

口 -biJちは明治1:1年に1JオdL、:FI年間据え問主後、究t，)完L悶問は労青山l

7 成 先ノ戸川|芯悼[樫日、各1I:I'j 岩以書仙、大'F1 ; 1j-_:;つ7ヨ

士三栄 rr'1:汀1韮各論中巻 JJ (古史子31F号、日日干~:~~?年) ~<~O頁J

出。円、 7十日 jJi 

B .l:":?_了幸ィ{; ~ -;-:-!_ fψ:YJ権法|新市]「(弘>c阜、ド成 1~::}ワ，")9 可、柄本市 2 節。

n~ 1・3叩頁ベ

二日社5り(仁 :l3:J)2G4:l ~'!4只 1



研光ノ 1 

限だった(アウ型)。買キによると、 35年間何え置きとした事情は、山特

に本が少なく、伐採まごに矧問を裂したからむある。したがっし山有移

転型だったと思われる。売羊が大If(i年 1H 2口に下約完結の意思表示を

したり l虫審は次のように判断した、予約完結権1J他は予約成立から3D年に

限る。引行法の法意より、買戻に|均する組定を再売買にも及ばすべきであ

る。館定によれば、明治14年l守内の土地価格は155判。 35年後のj、正日年

には20l首ι 大if8年には40倍になっている。 153刊で、その20倍の|地方ト

得るのは不当などとし、売主を敗訴させたひ売主上山。とくに最後につき、

物価は 定しごいるものではなく、而l騰したからといヮ亡、再完n..Y約権

が無効になるものではないと主張した。ん'?t~tんは次のように判断し、原市

を破投去し戻した。再ヲ~n とï1戻は成~条件が違うので、t1戻の規定を適

用できず、朋 I~J を制限した規定を地周できなしh また価格高騰の主張につ

いては、 f内十件l騰貴の場合、「契約常事者ハ常初ノ約旨ニ従ヒイ"託ヲ重ンン

ァ契約ヲ履行ス可ヰ季語務」があるとし、価格激変を以て履行を拒討をする

理由にはならないとした。服審の解釈に「ーモホ時ト認ム可キモノナ」し

とした。

|地両騰がす干しかったことは削述した。この事件は山林事件だが、上ぷ判例

における大正 8 年時出の鑑定により山林価額の口!~も存在した 11917年から

1919イ|は第 次世界大戦ないしその直後で、木村ω船舶材料等の需l北があった

のだろうん明治34年同点では、地価高騰がH的で土地を買い内める'1Lじから

売主を保護する必裂があったかもしれないが、大'".も中頃を過ぎると、逆に地

価古騰を奇貨とし、何十年も経って、数十分の の価格でn戻権行使をする完

全が叫れたのかも Lれない。今度は、そう Lた売羊からロキを保護する))に傾

いたのかもしれなし~本件では、民法第556条が矧聞の定めをしていないので、

売キを勝たせているが、差し戻している。大審院は、 liì 1it~1j I、売羊の権平Ij行

f史を認めない事情を求めたのかもしれない

ここまでの何指令や判例を総括「ると、本物返の卜T質について質権とliiJf足す

る三重県裁判所のfロl、あるいは民権と同桜の吸いをしようとする千Jj1J~)j通ら、裁

判所も本物返が担保日l市であることを前提LTいる口そして伺をした 叩県裁

判所は、債務者保識の見地にすち、担保と問視し、指令をだした政村は売口の

[249J 北法:i9UJ・:;34)2642 



;1 典ア;II~円 1単これ!，-;-i; ri.'己，

':;-Ht':.;~. を説的、やや1引F者 J りであ〆え υ ともあれh!;弓特約7寸売買契約が立 11

のそれか担'fi~;-) 、つまけ胤j;iîo)げ有権惨似の有引を巡る議論;よ設にこの竹山で

{T-u': !~た、

同戻の[えjnをみωf、間戻代合lIIじ余のみ{:(ちる日只)完期間に脅する椅対は

実際円以ヮ|に i羽 L 亡は減'~) l いな ν 九だデ裁 Pjl.i土、目リ拘大判明d~'20ι4 )-j 28 

日が本物i¥iをしと1ι所:二10年で対:~{[~とするグリサえす'1慢し!だとして、~Fo IAJ を i[JIJiíU

Ll: 。児約時が現行氏以、典泊行前「も拭二三 IJ寺がl企f二去の伐の干IJ削でl土、件前l行

↑史問lHJを土曜ilJiJI~:{ とす心ものを認め、 また:-;-;卜び明治初年間決とjCJじ :;:JHをしたに

このように判例のす持翫1リ二己そし亡民終1:1<;:'こ b主{~に落ち著いた，1.)イちに

関しては性iえ出も務単奇型{)ti竹r)た 一刊誌以外山巨灼物は Iく年(t)なvミ 二らつ

{安ー及う判H:列"穿Ijjili-~--i宇もあるので、動産もあっ f工ろう

頁l犬権のえiJ1Jとして、悪志第 百にも京民権を主張できる

ごI込く、 it令;土履行叫にぇ-Jj，えばlミい)

員)-;とは!日.t(it_!，叫が公{Iiメれると、法i原ごはな v吋、のの、月;響評 LJ-.之え二 そぴ)

l::Ji)、負u..~戻代金等、多くがV'"計、、(.: i)わけフランス t、lーより、七、統的な，，{(

初場をf!'~_-::して lê く c

第5節 フランス民法典と|自民法典

制約ロイlに公liJされた111法-;:1:土、その討百，ll)(1与制fj53芦 l売買.1 ;d 2節 l売

口契約ノ 1HI芯及 :~~W-ì除 zr; :2ぷ l会戻怯HEノ;JN'Jでい統的な+物品ーを、ブソ

ンλ民主主九抗日日条J:!、川アおける民民体(Dc:3 l:-lCll[[(: dc L:ch乱 j に'肢って修
止しつつ、「受烹，"しで規だしれ1 そこでまずフランスfW、兵lおける円戻

il本経済史目下呉・お 1'I!IJ • ;.t 2 • 15::0頁に::るこ「詰反、言返 の丈ζは五
本質権;尉いるえ百であるが、不初J:&(，こも同 v、る喧卓也、あった1fJ力、梅詞tJべ日r;
1見法要去らと二 (同法t吉、明治30十) 537丸、|川沿1;太郎託料民法理由ι有

権詰有古関吉町、明治29年 Y;く]，、メ貝によると、 l烹戻J 土冗り波じたむの

キ取り I;I，~'"9ことをいい f円売買も合む}、 '主人た は日物件抵当1J)f';，壱."i} f)'J 
ニ「を， 'う)ワまぬ担保i入れん財;.fを取:i;Q;-~一場合 L ，::' l'受戻 いう げよか

らョ丸事利保でも「受民 lとlミう j、ι上が崩詰こ Lては止慌をのだが、 iil¥法
典では 1--，乏毘 j とい Y たハ子グ)瑚出はボアワヮ ド・市4fiii・iT':)・ 3~S 民、

H '内l唱修IL'巳i1、:4L:J:;--， n事第 編卜一巻 ([:IJ，;1~恒 干1主不明1464、470段、凶

二日社5り(仁 :)3:-)) 2G4l ~'!sol 



研市ノ

を 官し、引け，r:):l:~法典をみるい

フランス民法典までの寅漢の沿革

フランえにおける恒震を 瞥する前に、ロ マ出にも買戻約款~，padurn c'e 

lし lr()Cl山 ldcl かずH;::_たぐ こjιはi去t障に乏しし日立、つ7ンスなとごι有権

JW.深r;r可に|現われたり、技会辻、によ令市JI:'禁-;."，'ド 1>':中75:tUの十た売買禁i[JIJの

1笠間子殺 J 人 l'宅われω ちの?十 4'~: 二食い入っ/"flJl] 民ごはなかっ/..い。が

が、ロ マ法ぴ)買Jブてはつ 7> ス民法典 0') 買 J:;>-:\ 二人'~ ，_ "C、特LニロC丘三tζ いうえ

ll:こ河して影響を日えたようと 7 ラ/ス現行民法呉は n~γU に拠'i、円戻

会 r;:ch叫とし

丈三はじJ'-_. -7})、にゴ来宇る r、ブラシスιろ口!J!:の但源!ま;J王fi↓Ili世におけゐ禾:J

井政ご I'}i;i:主命綱引J1Iよじ(j与編! 保安flJ版(新門出版、jZ成 C3片付~i千 21私)) 193 

J;j 匂謙次長r= 8~(~ .t1叫、令九、八己 ~-JI与、 ITf; ~f-ì24年) 4u.;.Hによると次のよう

な理1:1:;九ある プランスにおける目ftl: ~r日乙'.aU :.1新売Eミ1"~ :~~え詰るーレ/:がっ

て、 t~戻惟を行慢し ?場合、行常当時の現状で引き取ら泊，:，1.'な 1¥なv 方、

受民 (~-etr3i~) は売買当時に越止してう~*~を解除「るハ Lたがっ℃売買当肖の

状態で財産を恥:)畏ぜるつ :のは引に足rp)、口本<7)伝統的な rr戻j しつ丈六は
妥当寸ないとし仏、 r-，フ戻J とした(侮・前関 戸牛肯買は 41JHミばこの文言

仁反対この|ベ草山ーは盆よ「数料!の遣いがあゐザポアノナード 'i!、同1"法
買 'tうl補講義JI 1，博え宅、 r~J ft:d 6年:-)，'8頁、司・刊j!;.手写~，修正RU、 '''1 実~l-Ff:‘

打3口は， RI-rf.Jならば、円売買であり、民nut転なを円ぴ官、わなけれt(;f，~ら
ないが、はiコ契約〈ノ)解主主で品 1) 新たに移転引をィムう必要;，i ，~ç いこオる c

この"も!円氏以、典が(アランスのiI 買戻」ごはなく fフワ〆スのiI .. ;:戻J こ

品1定r. 埋向である ヰ、アソナー l、.:;i:， 4 nむ.)十日.;)/lお円は「王紀行川、 :i己1¥'，
し!、民間の{ハ於ユハ受反権能ノクJ:'i'史ヲ完全 認メタルカ抑lシ、然ノ 新以、ハ

止じ場校ノ ~-ifモニ悶/数多ノ制以ヲ}iJJLタ).1と ~j-~，制してし、るーつまじ三統的な

l1戻の存位をしりつつ、制限士山えたのごあ，、l1戻に闘する限 l}、ポアソす-

j、iきにまとlt作l寺tが元在民会議仁おいて:n1(i::"tS:l が汁+~(i')償 ìJii 仁平縦した

{ポアソキード .L:j 4 _~íJ .汁に 13日、冗 :(;1兄合ぷ辛口己25とき・;~':; 4さじ 汁

19::;;_~頁境作)ど述べえこと vこ訳りはないI

i臣阿~白 IIn ーマμ 卜を有斐問、|宮町 24年j 1総ょ89京、柏市 * 2 uij・
(t 1 ・ SG2_~

日本村強引J也 b仏I出丙氏;;、 [JvJ，行設問、 i清和初苧)82Ji["， 

ー ~.Û、 0: 日 33Z)'!()40



;1 典ア;II~円 1単これ!，-;-i; ri.'己，

口、栄市:jぃ虫来?るい

ローマ誌では利宮、そ禁じておらす、十 支i1:第¥]表Hbごは三本に対し、月

12γのーであ、 J九日。をの後、 り手'J臣、が35止さ札る等 (i)変遷があっにが、そ

の待は、日IJ~jL さ 1 しつつも手']弓~;(取は訂され亡。 方、コI'}年のミ弓ノ司J令、以段、

円 マi;i;-rt，II)i'-C-~J'~~:ぺさオした七 j ス入手え;ニ Jò いては、利匡を'"、 Ü:. L-C~' 、ると三売め

るヰ節(山ムンフト記第22平第2St~、レ/記きちおヰ第3 :i -:-F節}ぐ、 J')I にず子 lLZ

じているように読めゐ単打'1もあみが(r)'命民主き;2;U#U再19 2fJI'!Ij、;1力士存 G:!i'i坑

33節、 I-ril第:9中第23戸別、問:，，こ 3庄中じには枚誌による禁令かがfγ してj:-j:戸、そ

の拭もで、令，~対 ; ?I2れた九干しご'1'1廿において教会μ、宇 μ、千が議んにな

ると、がL誌の;r，g伝子 '2i-)、ヰミに+')ス r救古希珪 r" 択し、争われた

]]世紀後干小らのィJ、つで復日以降も干IJ白以政f乃認否には大きな論争があ灯、特

に中，上J~: 人的判1'7:. f¥了誌であφ 入γ ス・ 7ク Jナス:225il] イ:27/11;:)は手'J

目、11mえを kとした

づ仏:Jii!湾 L'LEX xrr T;i日l;r;ヘ!u-¥'l十 7号、iLI阜、丈 予i注目および~'í-~k_ (平稲

川大下比較法研先所、 lliiね~: /:イ I 阿・ lí(ì'Fì.による ζ 、月刀"J，[ か 1i'-J 札 C)fl~ 自か

切らかでないと述べるが、!立FH• ~iJ~主 1 ・ 1St)頁 l土百い 9 ;~)、

1詳しくは、 rF凹‘ Hi;"i-i-::・ 155-E，7丸一

11;，:L; :γ へ W~尚三沢「戸叫，'，代官科生 J '点京大アト戸'ifT/:/.会、 l;fHllli2年; 198-2UU 

t!に原 ';;:--~I~ がある、

b {;(j 161t$，z~主ヒッポリトッス (ι217 2日'1 η、て・ 1 ンパルト~n j:'7;)~ ~'-: 

~'，~. {1l1 にろうか~ (b¥.正平、 1997午出頁以下「制{(:#{;:羊 覧'.，-，""，る j の救令

長 Ca，1， 15(土 人が斗を制けてはなよない幾つかの業 J ，ついT規定づる n

ぞの中に，-;~:;j やj 貸し」いとit!l'r; がヘ，，どおり、二うした諸々の生業を怯むf

lーはも ft読手段以 Jてはならずも売不Lも!j{ff1.ゲばならな:"' ( ，fz ~iJ~はHi fl~)cl ;，

lllS，"Tl!c Cι11ο!日 ο:fIiittηlylns" ('(:i lcc1ηy T';J1l1下日了れdsh日抗 0f o Ll in_~h 日 nι

当hil'e.Grc、ぞおOOJ，sLtd.. J!)父7tこtI釘;1，
7 クラウス 111:;制料i骨折T珂トH凡小叶、珍定副:¥伊藤書九{、円不LIl9年)ωt1J主J
l ニ ~H日 L 一挙げられ( ¥/'ゐ H ・っ~ィ yイン万一編「力ト ljノク救会ぇ古資科't

(F Ii ~'fliridùJ !I S円nhυ1!J1i/.1n口ejWlilρ1ιnmd 日cd比 r~ll ~ρ nμ m dl' R('I!u人 Pidn'd 

'ì ，hrumì 浜~~_h ，5司 y訳 I ，T ンデルレ苦右、 lii ~D 叩午) (，おv、て、縫っか似録さ

れている

れト γ スーアク J フス 神 :{l大会II-2 5i' -?9，11 ，Ff記長典訳 lb丈村、 l柄引
(ì ri年】月間:J\~:-)8f>-:-)92.t::!. 学三 ~o)~tLú:U:出青山羊節の爪 t):問題が 1 だがも人間

的事<'1可の需主主である市民法い4 ーマ i-}~) で (j 利子千宵認し ζいる ζv寸法理前

二日社5り(仁 :)3 J2ι'~9 ~'!S2J 



研市ノ

:グ);ろ;二、キ:に'，]-:，対的構成を湾〆えキ lノスト教愉却がよ+iJ，は収れは H.;嗣!と

5れ、おふ11紀泊までの出事j:'L(よLこの禁却下にあったν

JJJ泊、ソラ〆スもこのfJ;，iタiではなかっ I 吊え:0rj~I (.~ :エキリスト殺の事長;Jが強

く、ぷ vつi話題(;1立法:mにそ):b~れ、利d白を禁じ? それじゃえに民戻::i:f1'に封建時

代、 :S~ i~1! 0) jj i去と Lて;J、くEわ1ιた 訊守1が金融を必要と寸る際、白刊J~を拡当

にい ì' ることを i司法プ')i'-~/r しておらす、だからといって、 JL $i: 財岸であるカム;Ië

1:1J ~t' 1立引ず、てれゆえにf，:q抱請け、わずに融資ふえる附 ，~r 段，ì-- l~_ -:tl戻がP'I

制されたl fj 、，，'絡を長ゐ工グヤ人、買見は合法に~和j貸しを1rえる:r:tl.7Z

l'と考えたっこっしと貸 1一清十り利害が 孜》、l1戻は，:i-;tl-:'.7) a;'tf!rf~j になったu

こうして!日法当時打フランスでは広利貸ヰ投じた示、忠と(て、 1己'，j当jや取る手

段として帝1I 摂外の ~~(JKが用いられ丈 H この頃のn存さには 'jsH代金になえ、
利息をとる買!えも 1午i午〕たこと L二午、るハ

!の俣拠を挙げt~ })， ~.iH 品、 ，;.::.i慢さ 1 しf 物を受け取るこ はお Fはない守、神学

以札の存泌がiもあった。これに対し、 rγス(三帆巴JIえいえをヲヲと:lJiじたo_t:0ご辺
出L土、 1τtしない物を売る:乙になるか lフであるつつま;，)、金銭と寺銭のf史;.g
iニ別々に考えられなv，(I)'Cあっご、全絞の近況を'をfにかつi'2rJ-!判 l利千)を

とれば、同じ 1却を一止主~i-;;:rすることにない、 i:'ごあるとiさべ、全ての容認Jo.
~;(制IJ な以駁を古川えーゐ iW論反河ドおい亡、 1， -，7"λは神学IlS児J生から件芯論"_f，え
挺する jj l詳しえはトマス380-300民、貨幣は父間五象こしてよ二較されゐ

物ジ〉引1: r. ;:Wi る物だと寸る γ" ストマレスの辛1'ï.~品、 (γij )'、 ~T l- スョアリスト

テレスノl、集1:l二コマコス倫理学加 ~ld言虫，IJ~R¥t-i波占!己、防相:48斗三)5 也~ ~ 33，20、

同 政治学」山ノイ三光Mt訳(治波書応、:lii，f[ :i(-i ff) 込:.i7，d:l ふ;:;7h24)やロ

J法司論にも依拠Lた 缶詰ト-.(.73平論引っ :j，~資判レ L てクラウス ':ijjii¥・日

間以ト J土詳~:[jjであるこ lëlに冷記弘 1 ，l' l'技会去の十"L目公布:1と地'1'誕の z!貸借 j
f名白黒学院ノ¥学百市兵 I14 在;:~6J司) ;-j9-4U支が多少、 トマス)こ触れ£し

"時門・↑jJji'十日.39-;jl)8J"):る} 当時、 判]ス入教の仮本規範{土、}詩人~

Pあり亡、ドjもおLまず貨しうえ上，!--:--tゐ事(友があり式、まん教父的凡解は貨

幣がソ;J，t:.ずに果実を!:2.もことや員合の使用に闘して手IJ日を取ることを片さな
か}たごなぜなら時刀、中出CI):l却である令レパ王、峠(/)言，，1討である，fiJ恩は伸山初ごあ

る。したがてン亡二i:>j..取るべえでない写:と考えられたからであお U これは[1俗

にも畠!，!された。

てアソナ ト・再開絡正r:，よ";'宰ai'f 第;)ui'l .ジ丈 注~ .!J f)rJ頁呑円U

;i二!I 第 J節同ι.i'主1川 90 1() :3~司、 I-~~H;~ ‘第 5 節‘序"と。 j上 -1 . 159 

160頁し

ー ~.Û、抗日 33(;)2(;訂3



;1 典ア;II~円 1単これ!，-;-i; ri.'己，

:グ);ろにフランスにおける11戻lZ111 くから i員制として存在したー二れを ~J，'

1 J叉詰?ちで尚之i1、と L たが、ヌ"'WJ:二ッたといお :ミ~L，，~，制~吉年:行 lよ r; -?7t:c'i)'t;: 

mである r【lli(ιじを以;λで耳売口';y:，;]:1床する「民 yヲミJ ¥;-;tchat) と去mL士。 ) 

刀、Lこれは古しく i34渡守るこレをえ尽すωので現実レ 設壮に止濯な友埼で

はなかった。実際ではよ~， ~Üから什烹|の取戻 J ¥'1:鳥 島~r:lll 仁川町 nLÌon:'-cll

といっとおり、:.~~，:j:汁牛の 'R!;J と H じく、既fl契判り箭除を巨昧/ていたの

で、今l:行止、 九ch代 C7l立な九、 r(':.1抗 11:解されているn このい換えは、

ιLi:上(7)差異にとどまるものではなく、出身なら 皮のW:有梓議i'*を〕、手数
料が5/くかかるが、筏者会らl工伊i基かな子数料支払いのみでi万むと v う岸し Lも

あっ

このようにブラシス只l'J、典は キリスト教愉埋の恥響力引色濃いヌl自民止を t合

似すの目的でi震1'1上、?と達した冥民ililJ度を法疋した口行血売買貿人禁似の詐引

を吋、 IAí に :;;è)-'f: した日本山 rr，~こ:手法じた ;l:;、治小の淳いはあれ、日本山口.Rは

アラ/ス σ~!it J-，，~の ;;i;醤i を大きく，~}: :了た f 以十では、共体的仁そのえ]行;~みて11'

じ:)，111し己p:tιHll.COlIrS d川口円tf(iIrcd〆dγoitciuil Fnnιcais， dixiC引 ρ じけit:oll

Pari:-;， Libr<liric DaJJoz. 19!J8. T)8. p.G38、木村什4 ・ r~;J 戸 2 辺丸出みγ、卜

J ツ ~i)、典 1前497 ---;)山l5}:こ) (._ j3 け~() ~M~反 (Widげ l山千 J i立字表:ーからも耳γじ

買を日味「るーしたがってい五頁h との比較Jは、l;;:.響を受けたつ 1::--ヌ頁l犬

と比へ、る Lことが長:三であり ドイツ (1) 口需こ lt~;[i-) る F と lz;百 4; ではない(口

本的責貝lよ梨約百'['EI; -("ある 方、ド「ツのそれは穴完民ごJちることに関し、

持.1<;ペヲ主義ー泊三色: 正凶日、 h坂宍』訓 l(it研itω ~， (布斐I問、同治

~ -[年 19ム支)ハ

2 仁川lnιc江口iじl叫 f)P，cit. 958， p.638 な才示 R，wmondl~uilllcn ， JC<lL'-Vlnじcnt

J プフンスμ、年用布辞典山xiql1C (L~ Tt:rn;cs .h:r凶中Il:S9，1行:1 ~ 1り11) .:. CrEll:~ 

j l:rid;~ll い柑l 究一三日刊 I--druit de n-~jwI:lir--" r-rdraCI:lliun ををlノfす今と、 民l仕様

(ニ };出lこ約成会撤回する寂囚権いiιoiLc!じ qi(ιLIr;ζ解されているο1798

平(片手n~下 7 iE) .ll河川imaire) ;_:~? EI のそ}f~i去 I:.oi sur I'enre又ls:rerrent} 第

68条第 i 京区，"1号はこの1M日 ~rcl!:"Cla~ioE) L::!;;:するま掃を iフヲン}して

いた U だが1816'1'?月(川l川 38日の財政iJ、 J，lり1問 tlE;s [;na:--.;:(:'s; なおf条に

よ J} 、 i 真市な負引 IJ い}，月 (Çf~S (-'λ:1仙川illillres) (1)泥凶まで笠配'ntfi!})卦J額が

1-T;ÌJtl.、第 l~; 条 m21 号て、は 2 フラン lt首領さ札た ~2.0 らくナポレイシ l jf:のむ

1 i -I.: f--' i?えれ同日年}}月叩r:，;調印されt:第ヌ次ハリ条約で'7fe:フラニグ〉見;江主会

均フランス(，:~~セられf二景;皆だろう

二日社5り(仁 :l:?D) 2ι'>'7 ~'!S4J 



研市ノ

ひょ|、 fft戻 Jと i立:時:，;フランス呂ハjのま味?μJいる)，~ つ

フランス民法典における寅褒

ここ;;'::iフ弓ンス:;')

第16e9条は ;-'fi!)J権 Uafa('uJ:{~ dc relC;:atJ とは完 L:J'一七(;:1~-í:設や返j'~~ し、

打つ坑1bi;);長に定むゐ治還 ~'J'Lt(賢明、 if、it十'賞、 ι要惨事者向、有益'}-ii1 ~t' な
して、売買の日的物を:[，民γこ亡を間宮、する約款より主ずる b(7)を百う と定

める l 前tiiJ.c':t>.べたが、 Iμ]条い ν う rr戻 lはアラ/スa司合if;意味の町民 j
yはな、、 r-;'三j-l';J と怖されている 日i杓物;立動差不動足立手間わない

t'l)完住l:問Lては完ードの地{ウが議論付Lる J ードな γ点!まrLm催誌d生子統であ
る fそれだけでC:とh\リ口主多数~ì~~!土、売主はf拘有権を宍うが、;芋 l条ηサfヴ1右

怜iをもち、 triは解除条件ニf所有終をもっと解する 汗 11矢{干il所舟椛!i物情な

ので、ぞの主義段 l干し土{t:~~;~ 比する(淳荘内付所有権jJ}~" ;>，アノナード、吉芹シミ

フヲ J スグ)民戻は斗 li-~ の 1:~:'''Jtベて、制限的であるハ

町民をi既"，，，寸る

有力説は、 約u一つの!I;Iイー注を認めなし川f場から、 Jじl:41古住を持つliヨさ

ないと鮮寸るー~!犬f吾情権なので、ふれ該仮にはF許権該湾 l♂続をよ、 i2 とする

U~住説υ 心)1i ，~ ，;そ亡、，~jJ ~L(-]II :.)4 ::1 ._tO:::;也 f!:~:立iiii除矢(牛1.j":I)有権ィ訟である F 三

J一間企"レ_"，r. 、
巴 片河村n斗【r:l ' 

第16f刊す~第 l ぷ i土 i f(反従:止 5 字企必ゆる期間を以てぷ~-J一心を めいし

ー ~.Û、抗日 32S)'!()3fì

るハ悶lLllエ制限されて、、る c，H};I-~帯。)存干1: ;;)>、初ぴ〉上にf幸和J を tf{1-~. 〆 f二名を、

条文0)出呉はふH'{"，:}. ' ?i~; ~i Hii .; ].: 2 "自主;収録しj条文は、叫ン 1)_ ，-{の司11

巻じよる 地 t~i\ 土J討に支壬 Ilごした

Colill是C:'lpiし;:II Lは同口党支j1者で(ニなし 1が、

p，f)ι;sは;1}~-X: f:H，; ;Jj右惟誌を通読》す-{)υ 
コポゾノトド.-1 1 ↓ 1 :0-J fl年， U:"法重文訂梓・，;j-~ ~節・斥丈. d-: 1イ 76-.'1'7'i口、
富井 l契約;1、芳誌と→ 再版 (8~)i可引、河 11; 20存 ) 31~ 、五日円， 1司害 f手プ/ンス

法~之内 I.-?i やもつ H円 1 ，-1))ブランスえ， t 叫 v)投手T 主}口 'i\)パ:格\Í;fu ir_~ 1，___珂する主

7品の締結については、心JJil】丘し;:1J::t~an~ρjJ. c'U. 9Ci9， :).63丸木村他国二'}5長i

t主可。父7;牙寺

t仁olin&.仁 aprca:~L 中 cií. p.63o会お lbiil.9G9a) . p.639、ノド付他・ ~f~ !j節

fE 2 ・ Sl共によると、 rl~徒同法には官ほ"長波手続や安すが 日体|時には_'f'U
への通知あるいは旦ェによるi帯主メ丁為 i- l-る丹、J:cある;第1690会 l

Colill S: Ce]i)iし;:II Lοp. cil前リ



;1 典ア;II~円 1単これ!.-;-i; ri.'己，

何侍史民権をlj{更さ μて líi'列を畏矢ヲるか鮮らな t 叶、 'j;;~2 な J~ :F!I~ に置くからで

あるl そ 1~ "(第1662条(よ 冗こが;ifi;zi の朋間内に買震の~Jt権ふれ法せ戸ずるこ

さは、1::-ドはh存7EせるT:i-H権者 Lいなるο 主的ているので、 'C;:JT:則何万三il;I.j-j'

f るレツミヱは丈権するじ)つまりイ;_:，~! ; i王手羽 iiLZ古川(~以疋されている

町民権r;慌の-;.);県につし 2て応lGG'l条は、畏約号、寸の売て主はねーの契約に

於て究の只l人!!eが主主ん、せられさーるとさと雌も、第 の取得 Kに)dし、Jt(l)ぷほ

キ行使宇品こ介ネ初ーし定的、市l日7ミ条第';]頁は、二十が交友:約 λ汰のγノb呆え

して其の不動向を ~V.}TfGたゐくき(立、頁主か目的物に汚官せしめた Q 訟での同

J甘J、l'ぴ川正当慌を妃脱υLこれを11?(i甘すれ l、 とえめる(1.HÙは詐欺の，;;rr~'. '賃貸

f!?の版行義務会完全に謀判。民)，ji1i'i了牧の対東はi朔花(;(]市応むあメJのご、埼

刊行寵される1、jしーはf;Jr/)から所有維を弘、わ f、ロァ[ま所七性王者ではなかっ

たことになる Lたがハて収得託手の第 告は、年余罪禾:Jii小人権利を議')受け

たり認定されたこ亡になるのでそ引らは全て湾滅されるこヨヲドグ)á物双，~対人

権だった子、 アニi/えは:防準的効むがあり、告書一省γも員!k博行使ができるや

/:， l'し このこ 2 は不動注に日U~ ;，;) 豆J)J民ならlLJィ手持出、されれば、第2279字、

が泊屈され、ラ宅Tは転î-~.-{;'，:二波止でえないカらであ7，) ~" 

日小アノナー i イ人占有iLT~i:t:町民 )~~~-l 講義 第5節序ぇ 注 1 ふ判長は 'l主{下

ノ精砕 r、長キヮ荻ソテ-i'T干ヲ?故人ルニ U.レ、ナリ J 川市じる /~J)J itE と政産(/) 

P時間を分けなか J たrW111i 三、可・「ぃ}~修止民法，'，\:t0Lf軍ー第 3:;::円・序え・注

1 • ，166 円によると、長Jえ規定ク)総体ウ l コ栓 L て-~.えると、ほとノミど不動斥を

前提していた刀らだと νっ二乞である J

行木村f作1・説日節 . i+ 2 • g4 、 KK~，

7言ナ1・n:I汗日・ 31'i----318頁、不利他昭市F封J ・作 2・86頁可・ 83頁は、

.tドは「でい茂入手し号く、引け rr:zq，~ルの関係上も、同)烹記 {J 伎をしても主力果はな

いとF円。 tf二部2279条::(-;， 1 ミは l 到互に ~:1ν て~;:，!-I f は十字lポ<7)効jjを布する l

とだめるに止まるが、 111 太郊他，jヘ商問民U、IVL:、有委悶 ilFi 利~'-a年) ;-;4;' 

-3!J9自によ。と次のように解されているのゲJlマ〆法とは動産の治主がこれ

を訣i度し丈一場合、所有者u土第一昔(.~:tJ して政!f':を請ぷ引きなヲミマ)t.:-フランス

k~ り l京国 1: に ~II って、 13世紀C:U までニれを維持した r力、 13 佐紀以降、ロ マ

法研究ji'ITE:iいこな;、そC)r寸」で{去には 何人も自社がもコよりも多くの停利

主1t'1人に J浮!f;;'-cjることはでさないJ (N(-'刊λ叫l昨"刊{け}叶i川1刊，c.;lU削，.，刊《討、 l叩iη1に，Ji叩U刊T引1に川iηl，c.;fγγ刊"占 l仰'J()巾T口"べQ叶t 

q 午JトL川1

?住卜惟色7背守はf杭7十他色利干者守かhの訣受人i対しで耳取Z反をf訪でJ求R乞仁戸で「きf汗ヲ このiJ、知誌が普及し、

二日社5り(仁 :l:?1)2ι15 ~'!s61 



研市ノ

最後;こ買時代むについて;r::lG73条第 1Jj:U士、 l烹戻内約款を行便tι と寸る

円iよ、 l たる代金の外、売買の費!l1及び11.'ゴなる山昔、戸支な?0{I~~*.~ 宮校びに

其の克卒。〕同信.;yJ宮川.t!.-L.'oえる賛同[七公習のこじをi官以領:J)浪1E;φbtぃ

仁一辺;三す之ニFを習す 'J'L:ヱはこ 1 し寺:総ての義おを :~fJ しとる主主に非ざればド

a0qtJ Y'.;:筒寸るを却す。、 こ万二めるー π月号-f-ti-~ ;， ;: .1[主のみのE本とJtベ工、O/:!
約受iti山守航空十七竿も合まれる J これらに巳としては次のよ与に僻されている l

n戻は行使のがJ呆は泡及U'~解除なので、 片いに中 J目、 γ 巣'1::'t返還すrf，筈ナが、

|甘lJJiは相殺されたとみなさ丸、返還義務はな'.;".，ここでは買主に占有カ叫字転さ

れ 円 1-:が果dえを収取することが前提与れ ιいる必要なる修繕貨 lはベ Jむ

や得ない山告にれられる有企n:去、先二十そが ~rtレ争 y、'!~こする状況に付け込み、

必要以['.("~七様子きをかげ、 r~)古住行使を小叫犯にし土うこ jーるこいが考とられ

るので、政判所は売主のJ民迂義;ftを免除できるとfWさ九ている 1 そ乃他t/)手7イ多
費はrl-in封負担であるci不存資もttiの来安!;JCf'(:こ1'1'う民tB.と解?三点、:;Ci気
引lではなし そLてこれ;')TI Tl:J 0)返iヰは貨i込権行NiO)条1'1であるので、これら

を ~t払わね[王、 i主 !EE寺水ごきなしい

総指すると、~!犬特約イァラ干買契約成心グ)':，:fl として、目前物は〆:~~到来;ニ 11とら

ず['1"代金には花会に.11[7..亡事て列者}II等諸々。〉ものや介めるごとがご宍るが、

干1;，息手取ることはできない。期lbl{よ;)/'1'. \.~制限される そ主のた{止に問ヲる法

的情は;は停止才これ1，ji ~Î' 色従説〆債権えがあJLが、これは上い'H反住訣i草子続

。))J法を巡ってむわれる g)え増三]↑史的効たl土、物詩的効ノJがある述i/I..Rlj解除

sij;;，;-: '}Î 右催者~.: B取h-:d吉水曜を認めたけたが:7[1:紀lなる〉、数以;ついてR

:hC 18.{に取町を認めることは取引の安引を官すので、その川|裂が主張さ札た 中l

|担の IJμ、として、所司権者がμ1，人に雪J;圧を安司}した均Jf?に、子心者がむ I加を

投合Jり、それを第二巧;二，j{液しに場合、収烹歩 l芯めないという Uのがあり、フ

ラ/スl心-;;JjJ~編纂者はこの古坊に古って、起草 C~l:. 。こ (T"白苧そ崎まえると、

フラ J ス只U、所第:~:~í9 守、第 1 J立は到l択を委託さ丸にすがそ札を第一1I(，譲渡

し、物がそのJjグ)-，_:_1，:，こあるなら、.Ljx)7:':を治求できないと叫すこと lなるハ最

ビゼは、動豆民間はこうした苔意11?(iせがあるたc(-;:こは ζ 人ど小勺Ijffi:. '("1-Jわれる
(仙木第 2節主 日((i貝

忠刀、 7 ノ子一ド 也、同'"引 J、官 g濡 I~'\j:.;日・~;~ ~ ~Îj . I=j-;丈・注 1 • '118-----j22'!:'.{ο こ

の民1;f代:u";:(!)士見7EaI責主ハ i員土ノ宮市ヲL1テH、身ヲ固でス i了ラストfEブ)外
プ 7 ス J と L 寸 t1~~だと論じる内木村山・9':: J節 ‘i'r ;-::・ 91-93点。

ー ~.Û、 0: 日 32 r; )'!()3~



;1 典ア;II~円 1単これ!.-;-i; ri.'己，

であるごそして買畏代いη;主党は惇利1;賓の安打で、 JfE.~-l 時文主"だった(云綬的

7J:F火花、と;よ1三う J

以 1-. 1;'ソラ〆 7， 1:\l; d~ilJ，と .4::> けるロザミり慨をZである。ポアソナード惇十一;φ よる

F、!.1-;:融グ>E、lJ、かんも芝有ある l守lを光ふト、長 i1、丹m円し上う rヲ、 j ても、官

宅もその初に愛着をおち、 T放さないうも~_ ;fしな， ，心〕で、 il戻μ 約をfす子とい

うことが対今;4-(，~hわれピらし Lρlたが弊害t各¥J旨抗されたでれは、第 :二、

市市iの消刊当常者主的交ずLfめに用いられ斗こ介、第二に、担保持ならば、 j書

判」ーでな;;，fL己目的~-p;を y!L守できな、吐、(第ヲ078条ノ、その日法行おく L "C:f i

われることなどごあるc そし t 第三に、解除rJ;危険がゐるし )T 、討す(工 ~--1 :J~物

や選出も処分もでさず、財註グ〉目ni患や芦すなどである JC'
|→京:oRil、典i:J二ける「受]完J (_H_;A々のブヲノス民u、呉l大きな影響を受け
/三

i自民法典の F受渓J

I~ [Q U、典の F受g:J 弘、プランス iJ、の彬響を受け、七、長 'cû、よりも制限され亡

いるものか多い 真民を制民した時由は、勺:):.，-スと:n:じく、買l犬梓山存{I:tミ

財民的流i世を妨げると考スりれたか λであるコ存右の7早川(よ、日ム;のf白出だッ

んここもあるが、起草省心境ての在日を ;t:~:yる :，直宏矛以する J元二千が、町有 ~-j 産

を議i定Tずに金散を受る H~)、 ì， -~ ~土、抵当があるが、非自に古金利で点限ま f

に弁済でさす、淡売されるかもしれないυ 日時なら、公館ft合のみを弁汚すれ

i!' iとく、 月十↓ 1:こ合，~::た i民俗できてずJ 亡き、吋干7討併をたわずに泊む九それで

りポアソサード fL掛 Ril 安 'tU~講義己3; :itiII';-/乞・ ;_t.l・;1';'貝、倒・日

小台去誠 治5節ー序文土 1，'1加山、 J

"六プソト i、，仏国民?と言n怯fl守主‘市;)1:::パー又・注 1・::¥82、つ01頁、
木村他 e 第 J節 ・aヮ・ S') 幻自， 1:11木‘第2節‘ Li:1 "3リつ;';[よる 最
どもfD1禄でめる

ポアソ十 ド円間伐ICJ(i!、草案正株・ 4品5節再丈・{七 1・，16/!-/1G5B、

同・第41';>; 住民・l4お頁、言1: 菜;)f'iI-r • :r，ぇ 詐1 恥 14頁 j

-ぷ Y'!う ド にし""1吾止j民法草案u主将 第 κ節.，+:C.注 1・1165民口梅-
E 本古 ~ìム・市i'iÎi・ 1'.士・行 i ・ .3 99-400 肖;ま e ドアソナード博ートと同様の

買戻の逆}討をのべ、 liJ~:古書月 :'1 去半げる

二日社5り(仁 :l:?:J) 2ι13 ~'!S只 1



研市ノ

も rr畏しつ弊f;!? は l引に料イl均されて才、:)、存置に合:約な '7 者もすT~ーした以 i

ーには河村ふみd"

財産1:/得梶山8;矢:;";， 1 現は「売十ノミ売買E 査二九~"己ンタル去り」ノ約款二依 'J

貿土ノ j了沖シタル代今ト'i!:市ノ部分ドヲ指定ノ j!:，~間一返還スル二伝テ八日 2C賢

弓解除ス I~J ヰ 1 トヲ要約スルヲ得」と~!-t:める。 TI戻を了解|争条件付売買契約とす

る rli はノランス a~J) rうサ込」 と:n;じにある ，たカずっ、、が可及 10丹(， Ir:~マあ I1 、

n ード 7~ l: 立YJ::-it; 1 間 q: r二十.j-，-;.Ll 物件:，::.:全て消滅人、期間経 d，~{-待って耳目めてn+
の所有格が樫定ず Q4n 第85条第 1J1H土符!こイ、動向に↑唱して迎lえ的!軒高7である

i'"i、をむのるつこの。う;こ111足立、呉におけるn烹ほほ、 7 cJ〆スiJに影事らされt
伝統法ζ 呉なふんr物1告になった九

日どな物に問Lてブランス?とはji)J注目反をいJ、定しなし:が Il:lFj)、典!土，J定L!

f第8i)条c;D) だが注巴トてきは、伝統法では存存した権利頁同を規定:.-'-'なかう

たここであるーじたかろ CT:力物~，ir-云新法ふりも市1m之されたー

売王0) 也{j!~:，7 閣する議論は、ブラ/スiJ2と~く H1:'(ある日芯立包{土停 11条

円高井.，九 Gi2り や丈井 l ぺ ~ìl :9:r8は C，壬峡」受持!./'こょに反対すゐ

フランスのどt況を踏まえ1，，. '.，.あろうが、その照市は阜、のjffiりである 1>"-;':J 
h手IJtま1昔[エ禁じ"れておらす、抵当権もR 障されしお i)、百!廷の意義はなl.'"

)-~'}口，fT:(土完 t が (r1î-1討移転を iるの(-) {;占 q ，)(~O) 刊誌をうたう 方、t1__J-:.C))可

有権は不信七であるので、民主古資本投 :":1:'せず、己表受人も現れず、財ぎの運

用を妨げる、 l ミ刈居、を .1l(らなく〉も、ロ }J~ ，l'急行使持心 )m，'t (~-0え、 g 十(ニ法1耐

吉岡でなければ買い党けないので、，_J芯j

ノハ、肘村~ I上l上ノ J声官官骸主 Jこ寸 る (ω2、〈∞))~は三ポγ ゾす 「‘ "山対j↑修心 '.~昂古法草乙え長副主f梓半‘ 江治3 

:; i前'U1';凶ρi丈と.I註i::1 . 464-4f印3叫~-~，F頁{も;認:立-'，c;議持宝，L'Cいた)ヘまた小邑Jバ1. ;第十い~ ;:; ~戸 .1片1'>シノ丈え . 

1片七 1.ぺH氾2、19日貝は、 ブラユスH紙、 卜イ代でも I'~J 干 'I Þ' L詰， 10)1将来と〆て、 E

Fうは制限外干r:μj支持子氏としご用ν、られるのみシいよ ._，'r{，、昔が、この占を河1"

どいなが.，存 1百LとこFにコき、 Ir:rJ之マ右剖jトン周，;if，:~i- !レ;?侠ノ埼定ヲ設

'.タルハ呆ンプイて等ノ ι要-1*ク弓ノナル六 とJ正ド'i-Iる。海 上十去μ制巨財産
収1号制 U;;q ヘ学ドクト Lール、アン、 ド口ワ -û;~之博士旨吉川 政章沼著)

井・ m:) ~~可・ ilc 1 ~U冊九骨すiill~~ ~ G号?と以)---) 118. イ')j山は法嘉 10巻.~ -)=) 

~)(-)【頁(印，{古 L;)作)Jl土 n戻廃止に反対する

1 ネ f ノナ F.rtJ関%5止民法立実u切手 第ι節市よし注 1・4削、 fiO民、

宗男ニー t了~ :)節句子文・戸 1. 19ハ、 193、196-r{、宮ノ1:大Jfl口本民渋l解 f↑寺

主役 i、明治~:~年 1 対わ~(符誌;組員

l2fi9; ー ~.Û、 0' 日 324)'!()32



;1 典ア;II~円 1単これ!，-;-i; ri.'己，

1'1 イで庁i11l1'討を?五日~， ;r::S7去さら;}2羽で 者ムカ';~時一 IJ!t スル物ノ fi};'ハ j栴弓該

L主予タル K4一、!長4三人ノ、11己ノ名ヲ以ァ交更ヲ九スマトヲ得」と ii:::t;た{等l，;

筆者)ο?説もこれ:'~. Lどがう Iポアソ子 ド、南井、宇野郎森川当iF域

駄馬、権;九十毎 i卓上lz 、 f~JI 条H イ寸.1 ~Î右権7ず して抵当権を設定 Fきる乙，t_を

j民日もの利点:"->:-;:~げる， イ責i手議をfえるなよ ;f、売ギ[主f土停をず:つに沼ぎず、所

有統合"支DRで主る特がなく、支:よとの組宣告が生じる良川のi':I:::'1

Ll: 点(土フラ〆スリ、ど宍なる。

売主Jλ也{iL(ニ剤;1Eして、頁l犬摂(立売主に与えられた持和jであり、逆fこ買主カ

2却を完ゐに;豆;号î~J る停止条件é ，J 権利をぷ立:-，ることは認められない) これを認

めるこ、 ft 主 i土扮引 rl-;] に杓 ~-"~I." 受(-;-ゐことになるここと、 Eヨモが日 11ぢ初存第

L者 iこ ::t~Jリか抵当住iJ土定等-;( L-(いない ~R ;)、坊のi皇、互のみで停止たl牛をi両手

ヂので包円三長引とHじことになるかりすある 平ャ:第q:~"，条 iiíLð，条引を!日j以

しじいた。以ーより、ザ-U/ll亡完tてをした完?が e 代金沢民をに非常に IT;~'~l'l する

ので禁!られ

約定期間しぺ第M朱第:::;'utJ r:~~;JJ 佐:-， 1 J テハ子i 十午、 5ヲ~ J;f' : -， '1 ，Jテハー

ヤイlヲ叔エ九/ゴトマ得ノ、 と定めた ブヲ J ス法よりも動烹買 l廷の期 I~J を布く

したυ 日本イム枕訟の慣例ーには'f:'民jt}{聞に定めはな刀ヮたが、 J、何な~)間市1:1誌や

しん/もうよも第 f室戸川lil号bjサ治20(;判決.1)，-"う:，.~， 10.11で討し池tしト干lJE刊もあっ

三 )"ñ反池がUli止さ九ず、期 ~W ;)~.王子返した i;ib討を佐伯 -c~ 、ないが、'，'来日障は

ブラシスty:とri!明に在ちにさ全権とする日。つま Jイマイi手間流丈7τ現Jj に

f 了、ノすード l ゆ!日 fl*lr~民司、品定:'iti;半 i;r'5に Ni. I~;丈 ιi 1・4I'(-i-4川県、
'~')I 第5筒芋よ.i主1 ， 19(;良、“日間、森月Jlll 、 ~j~~.!i，)司王 'R 本t( il:義肘 J

泊任、明治23;;~，!主il 丸、住 1:キ官民ir.ω5~~ . I予z.jァ 1. 1: 38----!j ，1~r2() 

h悔・|コ本質'!=;'ノ9・第 5iu)‘f'正， ，主 1 ・ Li:~え :1- :-;9頁けがだ他梓上;手上見:(;C~辺、

Úl，l 起草河frcイポ善説 i 己Z~5~:ずる行実布、 I:-~N;， jfl害;こむL 三~I告を設7巳するニとは辻

邦';jリに叫 ~Sなのだろ λ か

" [lJ みにl'i~雪 l土吋 5()C条に人事縄手折人すゐこと r首長にした""索とそれ宇
治犯しない草案がある 日当5，~告は [1 1)昔で没者ならね5，~そし Fなる

;-7-，;'アソ J' '.'門~~陪」民法 L1:' 乞三ì:'草・第 5 ミヤ・問主。 t主 1 ・ 4f)J、 465 ':E6 

口「

りポアソサ k'. l:tJ~:NJ -f:者ょ ttt」 llJ 菜訂一弾 第六百 j':，丈・ U".l. 4()1) 員、'~'-):・

2存5筒序土注 1. 198ft， 

二日社5り(仁 3:?3) 2ι'~ ， ~'!()ol 



研市ノ

本fL された{もっともお|む|内でイ内市~ 1~ 迎、づまり市1I :Jゅì1n~J))せで持利行慢の始

これはm有権し)j'-ItE ';):安定fじするためどろっ l

fランス討にじ斗ωHi()(J条;::52Jはと同紙にでさない f日j 産~t{f~~隔

安戻

訪問の延長(之、

第同条 " t:t'第iq条第"頁辻、河::il:'8:予約rして、こ'!Lt:場合をlJ.to

3るυ これは 11]民法呉独自であ王。またおり!J\で有利後.JO別 ~II 香 'C' ~~た門戻も

tjj完Rとみなして放流する J lt すむにHh~特約1j 完R契約の U;千与や者七さずと

~ï :t:-1Cめることはで能).，

も、，tJ:¥'AjJJ-: はLないで再JUIT して救治す斗

こうして成立した頁;~~守~~'0 す売買契約の効力?こ|ヂ~1 L "C、不動刊には公示手段

があるので、治三者対抗.JJがある(治8;)長:f))I : ~ 1f、効産は公'1子段がな

いの工、日j]:時取j寺存されると、民民枠f了牧:土不能である{会合間条主、人フラノ

ス71、でも策立二70~-:により同様の結果になるこ〉は百'1述 L l_~ (本日ij二i:t7 )。針

案江1':'1 よると、動i.ttーの転得iiJ，つ書言、I:J-1足立されるので、恋雨、(j)i!... 5三 ~U上は売

l にある。だがfCは~é'5三者に排除(i)市:泌を行先ヲヘ、矢とする l 乙。

民民権行伎千する域念。)TIJ1:Jについて、指88条第 13il立 l売土カ乏人Lノf住吉正

ヲfノ、ン 1、スルトキハ指定ノ期間 ic f"i イ tíi[j及ヒ長:;~i0 費用ノ外尚出物ノ保存'f~

制ヲEミj--寺境スル Iト弓l泣ス j と司さめるーまた|πJ~:~ 3 Jft ~ij文は 売τtハ杓ノ
士L費I:Jヲ司寸 1賞ス wつト守安ス代レ i弓裁判lリ1/、jlt弁償.:cj.J寸ノ¥む lー猶

ア計スコ 1 ヲiヰ」とする この点、フラ〆え法 1よ :1~ィír :r?)-!iを民主の忠実収取の

民担い寺え、 l凸l反の併用;手、めていなかっとだがjL"，'守によ令三、保守費用

は I，i、IL!ノ貸出 Jというので、実際は必l品l修繕貨とほぼJrilじだろう z これらを

払わないこ失権するまたi_~;Zn費fTJ :有品費 1 についてプツンスiJはその支
払純子につし、て;とめずム1、解釈に必 jl:-~'l J の Hlui去は免除できるしごいλ が、

ー ~.Û、抗日 322)'!();)O

1I Cü~i江&し己pi t;-~π仁叩口t. 958， ;)Jjιjおは再:;'t:穴とされれIJまえ芋Jじは期限の猶f

l フ封切フ~'1粂2';)を与える)とができるが、目μさだ τぞれができな v ことを

l1戻の件数にめ:.fる(~'}l66U長;。

打、アノ十ード・ r~l 間怜 j上民法平安ぷ l~ 第 5節・ l芋丈 i二~ .471.)-47良

(ニ公不を対抗要件 ζ~ 'C W:: :R する、品目5会 i;~. 如、は「定メタル条件」による~:

i;f程1r'jCを世 ;J(-) 心か、その条叫と Lて片)1.七j注 4 ・ ~j ぷ取得編4:1----4fi百は

帝fAを明]不ずる

よアソブ ド 1'1 問伶 i1:民 ij、'，'菜I':~恕:;r~ [j tiII .序主 ?t1 . 412同u
~:.; ;;-:、アソナード 1'1 f出恰iトe::，五車索J理 第~，筒 e 岸よ 「十 1.4制問l

4 イタ)ブ 18尽û、典の'~~:: })きは全くブラシス rw、典と阿じである〕その情15~8

J
 

ーの乙



;1 典ア;II~円 1単これ!，-;-i; ri.'己，

111え法兵(，;t支払禍?を定めた。，{J益貨は必要費ではなし買1てが日公のために

設やした費!lJであ'}、またV、足以上に苧:Jliを費やし、買民権h伎をW;与する宇

土があ (1へるからである L l. がってF町民までの返還を恋 L なし.1.-，たが猶~，

M間内に有主主台;を返還しなければ賢定権行法が無効 h なるのか、買戻権F は j~

すして売主のも託費筒間'!ñ)専のみが搾j':I~ になる C?) か刊誌となりうるが、 111辻法

内は:.0)点也、不可Rである 手JPとよH:;L;v)十A殺について rとめがないのほソラシ λ

日、，t- Ifr]木去 cあふ古人フラ〆ス iJ、〉同 r く、 ;F:J 誌の;古〆jミ(土 ~ft き j札なし i これ在ι?

めると頁主も忠実を区還せねばならず、士t;沌だからとさ札ゐl¥111'ス法剤も豆

E(})畢J大.iifJtZを前提して]:i:)， 't[--lへのr1ifJ移転を院、i!'I:こし口、るといえる u

*，[:11-号すると、|口氏μもうをのぞEH」:ょC' 4'1云 1W~ とソツンスド、と v)イrfーであるr，'

ー忙な戸をいj不 Fる止 ますf守的物;主政AiL: /f ~gl));f2であるし門的取 I には惟引を含

まず、伝統法よりリl以されたに Kgl~J も不主UJ泊 5{;:、動r~ú? Tとする市で、 ; JJ1 

本に限定与れた」動産を 2年こ寸る 1:-1ではアフ J ス口、4けも割J'JJi さ札亡いるこ

自民権行千g，:rうLする7'eIfj i土元hと契約'rrJ*~ J;j，)!J.. ¥，-~~K{n'~手を合E が、有益nは

和子されうえ[)"'L， 1-faU二n_:金のみぜあっ九が、 ti') :ÿ:~約庄出の帽を :L(，ずと そ

して刊仁、と来実は相殺される n 烹't (!J附位 ι1!1.~ する法的椅日立はイサ， 1 条j'l 付所イi

格設や採る ν したが JてII民法(訂ブ，1条件トl'リl有住てタ i')、そのr子討をはit言th 

よる。玄(メ訪日干{宅の効利よ物格的効ノJのある寸笠及的解除である ω (i~kJt，)_:;~C も遡

及均「に ~í~ ではあっ九が、約子主的効力はなか、た{うまい Hú古物、期理:二 í'J_もが'~~)、

より削山えされ、 H!Tf代 ~I'::O)貸出 :;ft ~ (;t ，0-、がった。また効去のの、で頁同帯l土;主fこ

されたむ j ¥ ~ß) lJi~_'ilーを "J:~;-、 t-;;}1c1巧なt1R::よ'1主主れたコ

t:!.L7デ!日 j に d~JJ:l :n I岳民Jow宅l{:てある(これが実務にど行影響や予えた(7)
ナご7-;-') :i;込

条もフランスl:(iJ、周とHlお明正がないl
ム J ポマソ十一ド・打開11'，*.'1ト民法草案託場・抗日節， j'主主;・ 7十1・'180-:81去、

冨 1:・R5uiJ'，:ĵ;主 d土1・1台Q支

~6 ;~-'r ソ寸 ，.' .r正羽j:lilC己注平素~t1手 詰 ~B' :}え， ~::E 1・'181豆、出

井.í>~ ;-) i::J・)f;丈 .i-;: 1 '19SJ=fo 
1 泊本 @ 第2 節 . i'河モ1 目 h泊04頁lはニ I吋才わ〉功カが、hドド判'-;1有y汁}

昔剥1定を緯!c1て定めCらJ才れLυ/:コ」 〆三去そr刻l止」ずどる'.

二日社5り(仁 :l:?J 2G29 ~'!()2J 



研市ノ

第百節 i自民法典の下の裁判官可

旧民け、l民時代の事件を吸っt事jiJll ~ま1Lr の通りである 判Gニが多岐にわたる

ものもあるの明、対二.，~(r~;布べるこトはできない} ニ」では年イυ!日に沼介L、
.."，>，"， ヂ土子、土r-;， ア
斗て〆交h 川A干，~I g -"'..) 

大判明治27年2月12日新判官可体系民法a巻218ノ1自貰 苦裁判1刊集の日己J;i
が士 f、"千制な事実i土万、明-/::.-J戸、頁主か転売した専門らしいf l屯i支は、京

R~圧の7l:口には了I戻A務者のずく誌をスる ι 要 bまないとした。

青十伝説をJJiっ fな白川工、 i芦権訣)1主j--;涜ご!".(十の承諾が必要である'():;fz 

μ古を司、iLJとしているので1II又法三1J寸又掃した停iI条刊サ附有梓弘を探射したと

い去る c

太平1)明治27年3月12B新判例体系民法s巻218ノ12頁 主主絞判例1の記誌
がなく、詳細古事実は不明だが、売買iノ役に頁J+-，特約のわJ'，巳をした事J了ら

しい 判 i:JÇは、 o戻口寺約1 ，j- .J~'ñ契約は弐必条件付の i~_ñ'C'あり、期間i前(

で直ちにた格するが、巧売'~~予約は相 J ぞ 7壬i7t，に !J f二校でな H才~~i' tヨ，~}.f~ 空

誌を丈才J右し1ζLたA

をらしノ己目j)絞めt1戻特判的有効性が与われたのだろう III.R弘、典でi主月「

対~: (ニせデ;二円売日予約lみな Lた (j:;-j産取得編抗日パ条友l→二!ノ)" 日以法l-(.~-

ノ):~評され/.-判同である

rr戻町日!の約定をイ出 f 両ベヲた附 ;jí~:丈77『りに限定する，~I と門戻と H売 rr を 1メ

日IJL、いる¥もIR民 J去JiF，と[CiJはごめる l対!'FRi号制第84条、行/二¥}なお第4節前

J昌・大判l大lF9ぷl''1 H 211 I も再売口に~-;:.ずみ立尽力相L定の i直昭子否定してい

る)'，) 

位十字，詫誌の場 i干、ぽ1昔不明書，t>佐治，(i-:二戸長換x包せゐ月ili下)とイ1;'-7，"会合同rj
沖ミある

2 フランス i)、:乃 1 !:1~， (l，.. 受万三 の区引い."，き、ポ 7 ノナ l 再開惇正民

法辛子~Jt;W 第5節斥 'Z'd: l . .'167....(~68 頁p 王た戸1' 1 第5~t ...: . u:: ，~ 

ー ~.Û、 0: 日 :Ø:)'!()2 宅



;1 典ア;II~円 1単これ!.-;-i; ri.'己，

大判明治29年10月初日民録2輯 g号119頁 買時間以lz明:古28ザ古 )11'i[，

'T:::l一個lが完 1聞の民民代会廷供をJ，~んだア1' 1千 J 安':1E'i:ょ矧円まむにf!、託し

なけ札ば、ロりよ惇:二削減するシ +Af;i!~， /_~ (干IJi;~ は洪 ~i{ しなければιF失権

よるこ炉はない Y し、 2己主↑目i:.~: ft殺を〆一七、うため L 州当の手続を尽く Lた

2 '1'11凶L、失権を否定した乙

[~ )i);、典お開条情ク Jjjでは'J'L+はn茂代竺ふ供託付ねばならなし i 判J/:~は i 見

:立法見 L 55饗さ九「、単ろ、権利ü'ít( こ代 ~~t，~，f買を以しなかコた俊子)";1-.'たがっ

た([11氏凶典討のヨイ斗をJ走った第4節前掲 大'PI'ノ'lH~;， 3;; ，守 3 月 5 口 1れたも[，[援

のγ'1同iやたものこと、われるん

大判明治29年11月27自民録2輯10号143頁 明治::7午!日 IH iこ頁lえ特約

/十完了l~!~約を結結 υ 口間接行N!却はとまむに代金廷1立がっとかッた宇件 t可

決。土、当時の法'.民民間:m_まT¥，-f七日本法j'"し主けjiばならない法{土主

か勺!=介宇]示 ~"t:ヲ

[11.8:;ム典;;r;S8朱第 ltJ.ーには則限ま e二定ま Jた代金や払わねばなうな i，'.)-)¥ 

判Lif-j治2!l{，'lOJJ301Itl;決心洪託事例どっト fイれ l せよ)tJUまでに1U:0)松浜

て，，).1日f.:I必変とされなL、{こ何也、 rY反也11佐の詰〆jえをLながら代金のiγI':i止
なかった大和J衿wヘ31イ:2): 2 IIR9:d料2号 8.R~大 i'U ~Ji r:':i33イ17 ) 1 2 : 1と?と料

日軒 7り1支もiμji11 

大判明治31年 5月11日民録4輯 5号17頁 ィ、 WJJI;C(~~特約?寸立 :f{ :，lと約iH
M 11戻)~n 位二 J土問 1' 'H 29 布 1こ )120 口 売土!;!:九 l刻般に斗代';i信実与や 副;交罵

台中し~/、んなが、買ì:I土日 J殺し、ヲビ i は!日以ま」に買買代金をつ主主、えなかっ

えっ吏(":γ主lfJiIH主:(予なって立院のg'1J!:会しん 売ヰベはじの事主力口県作J)

-1 J: ，~tt あたるレ L て民J主に対して所有程返還を説的、また l羽医科辺{をも i員

戻権行使l土l日Eとて主張した乙ヨヰては次の反前を Lたー (--1、の1ji，ぞ!手法法(7)市

財"̂"1与制4:i討は r(， :l}_Z宅買の予約 トハrn:-~.寅資スペコノ約束サ"之レト資
FX i升ナ/ν彪ノ、口民ハ可iJノ約京町:やしス jレ，=-/ナリ耳官ロノ 1岩.，シタル Eノ子 'J

~'JY~レ再買::Lハ普通ノ買n判定ト呉十ル!之トン 弁論じる、

二日社5り(仁 :llD)2G27 ~'!()4J 



研光ノ 1 

込ではない。 lふについては、買戻十字は期限経過で失十存する。原審は売キの

話求を認作したり買土上告。判決は、次のように判断した)<:D丙充買予約

なら期限経過で直ちにも任停しないが、「解除佼件付受戻契約」であるとき

は期限経過で失桂する}また買戻桂id史には」也19戸、市;の「受戻」手続しな

ければなりないー破段差戻コ

n戻と再完nの同引をし、解除条件利売n契約とする占に悶Lては前掲明治
27年3日12け判決を踏襲する p またこの事刊では|円民法興の丈言である「受同」

の士弓を用いており、 I~RiJ、典の影響がみられる。

大判明治32年4月21日民録5輯 4号64頁小動産n戻特約j.J完n契約右
打。明治29年11月、Jf"ト売主が買主Yに所有地を売却した 3 買!足朋1;1↓は明

治、30年 3月20日である。明治301f1月28口、 Xは訴外売一戸からn戻権を該
り受け、登記も続的した pいIJif:3 JJ18H、XはYに対して頁民権を行使し、

横浜17裁判Iliに和解請求をしたレYは、 11戻栓議i度は債権譲液であり、 Y

の関与なしでは該浪できないと争った 堺、原常ともYの主張を採刷し

た^，且審l主n戻1主の説法はYの本誌なLには対抗でき F、Yのぷ諾の証拠

もないので、 XO)i高求は不当と判示した。 xは上(11し、頁民権は条件付物
卜維の誠湾であり、 D戻義務者は利害関係を有しない等とよ~ÞL た(明治

9 イ1'-{lf";li-~出 99号 (ì+ 1 )の7直胤除外も主張)。大守下院は次のように刊示したO

Rょはn戻期間中、何時でもn戻に応じねばならない不確定の所有権を取

得するのであり、頁民権が行使されると、契約は解|みされ、初めより目的

物の買い受けがなかったことになる 時の仮の川有討に過ぎないi 先土は

買戻をするまで所有権の実行を停止されており、買戻権を行使すれば、所

有権の停11はなかった状態に阿復される。「買戻期間瓦ハ，H，、朗自Li:主ハ買主

モ完全ニ所有惟ヲ収得シタ)レモノニアラス又p.キモ全ク所右栓ヲ離脱シタ

ルモノニアラス」η 「貿ヱノ有スル所有権ハf~l'除伶件付ノ所有権ニシテ費王

ノ布スル惟利ノ、停止jl$.f't付ノ所有権」であることが「従来認ムル所ノ法理」

である{ したが》て、売主は買戻桂品渡につき、買主への通知を't'せr、
買キも約三者に売波L、設波するにも売キの承諾をえる必要はないい買戻

権移転の登記のみで何人に対しても有効に』高渡は成止する(ま耳目と本主が

食い違うが、本文が誤榊だろうLまた目的物が転売されても現所有者に、

[2G5J 北法;)9¥5・:U8)2626 



;1 典ア;II~円 1単これ!.-;-i; ri.'己，

史民請求をすることもできるともネl心、Lたっルポ1liを全部破棄差実。

Xは停止条件付所有修了品、 y~.主催権託会主投しといる 判ジとは Xσコキ ~fi をよ主

刑L、明{吉川年日月 l?i I判ザ去を踏襲Lている まわずj有憶私JJt苛の権利'[i1_'史の

~8T}J こして、 J~，同i/J Mでも王川、とする，1--.1は;(戻惇行者に ~t l'在的効 J) を認めて

いる u勺完H予約り出、完寸?例につ"(、/\判 B{河口年~ n22H.~集li各自 γ77:)

頁ば、再，/~r:L j-;":iつの営記~;;t 1J，ぇ ~U;2であり、:苛一音対抗力がなく、 Aえがj行使はπ

ぴ)義J守呂に~d~ ずべきとして t 'るじ賛成‘ノ、Hι寺、勝ノ↑、止晃一反対・我J4;/13-

大判明治33年2月2日民録6輯 2号12頁 員!メキ~~'j f;j 売買契約事1'1 契約

;f，y，'結時 J 立 ~Jjí古 23 午 登記を経由L-( I.t'，る)l1+'i戸円的拐を転/じL、 'c+.は

収得省に頁 JT!;摂 h'í~屯をしたc 判決は、吉;，"1告が町立i¥f)':惇であり、 閉じワ的権

ごあるが、完;ま転向者に o民栴行使;l:; 、 I~J 官民〈ーあり、 îù 米 0)裁判恒例はl:'

)-;と契約を 22記!〆たときは恥、得恒仁 l古 ff証人L権行f't~かで 3 るとしごいたと判

芦てしに υ

1 年前の判決を減反し令官:!'fu~f，~.に定見 1--"-C ，-- る c 111.8:;ム典のが:~;，.~i かう時折脱し、

羽行以ìt~I!- によっている (J町三h王:Jllt~草占は資枠三立を渓Hl L てし、針。 どが

な戸」が.-;};る場合に、 !;!.L持者へ?てR惟q-j-'fl足ができる出は笠宮:し亡し 1ない{

大判明治41年2月21自民録14報141頁不動i:.t:t:摂特約jU Jじt:契約下位U

契約締結暗は明治29-11'-11)J '只 /j、期 l~jJ(;t:f1133イ111!Iから38{l(11)Jである。

"'{1古{主計戻権行伎のた、思表示手段をお仏、思iiJ、け克(J'RiJ、熱)わ↑ロJれ， -ζ

ゐかである "立と l件接l斗わよないう¥j:lJ，，!O'l' .:\rr戻は :E法~'-1 ユ

前ιtrリァコ一貫:カ脅買契約にJ、)二、所|昔、権 7封保ペルエノ」としている J

まト]工法施行ょ;)，fiuはJt干の;，::u人代金u売買代金のゆご明約安尽を主選7る

義務;土~いし判示している

1 に川惇 ~-R ィj 及 (y続出Ji)、の諸問窪JJ (じi)去さ庖、昭和17年):ll C頁以 l、投d内

止晃::'~~~約各論金書 巻有支潟、 W-!事ワワ午)'1:) ----50S-及び注 1.武士 第 f節・

iT 7 ・ 2!-jS 岡は]ユキワ 1v:持者たる t~J.1tr:が京都きれ、 F グ)若に烹割、弘"、し ιよいこ

する

二日社5り(仁 :l11) 2G2S ~'!()61 



研光ノ 1 

旧民法典時代の事件とはいえ、日行民法典施行後、 10't経っている。買戻1揮

を解除権とする内は%JI-I円で異ならないが、買戻代金を正金のみとし、代金に契

約費用等を含めない点は旧民法典にもJj!行民法典にもよっていない一事件は.[I!

1J民法典施qJ前であり、|円民法典も拘わされなかったので、買戻代金を疋余の

みとする伝統法を1lil視して、売三Fに不利益を与えることはしなかった。

大判大正2年10月3自民録19輯9号741頁 i1戻特約付完11契約事件。契

約時は現行民法興施行前p 契約時から1S年粁過予をはイ分 5JA:の利日、を付加

しとJ1い戻せる契約内容だったレ l阜審は、i1戻惟行使のヲ;;11代金に引l自を

付すことは買民権の範凶を逸脱ずるものであり、これを円売買としたバ買

十は卜告し、次のように十娠したc (1)氏i1、施行前に第579条のような規定

はない<，記;売買代令のみか和j白、も{寸すかは当事者の合 Eできまり、従米の

判例もそうだった(前掲明治41年判決等引用)。大審院は次のように半Jj不L、

原詐を破肢をJえした。買Jえ特約では売買代令と契約金刷を返還することが

通例であるがA'L回，)2涯を*~せないこともない。同特約は民ìJ、第;)79条の「日Jj

段ノ意思表示」に他ならず、この原則は民法施行前後で l絞ヲ ニスル」。

幾っか片目すべき点がある。第一に、期|山10-{jを越える頁同特約を禁11して

いないc I~民法典前の明治20年判決(第 4uii前掲)では!o年に制限したが、そ

の後の|円民法]l!-HIf事件の35イ|判渋で永久に頁民権行使が可能なア型を認め、 20

年判決に彼干のが大正4年(絞掲)であるから、先例に倣ったのだろう l同日・

大判大l卜3イ112111111t(似20柑1076貝j。前ーに、この判例は、現行民法山第579

条を援附してヰIJ臣、収取を認めたっだがこれまごも利臣、をとる例はあったが、そ

れは、そうしたものがあったということであって、定まった慣角1ではない。伝

統法は冗金のみとし寸先例(第4節前掲・明治以)年判決等)がもしろ蓄積きれ

ていたc 利息収取は、買戻権行使を妨会するのでフランスでも否定され、ポア

ソづ -1博上平冨1十|卓上等もこれを認めない{利息J[Z取は円本・フランスいず

れの伝統とも行致しないのに、民法施行M'J後で「授ヲ ニスル」とするのは誤

りであったりこの点は、|円民法典前のポ件である大止4年判決(第4節前掲)が、

明治20汗判決を引用し、買戻代企はπ{tのみと再時五Eした〕またJj!行民法典白ij579

条f日声 (μ市化後は徒丈)の~l(釈も疑問である日現11 民法典のところで後述す

るが、果実と利白、の相殺J件定は、ギに売主持4E慢のためである〔現行では確かに

[267] 北法:i9UJ・:U6)2624 



;1 典ア;II~円 1単これ!，-;-i; ri.'己，

特約刀、"J穏だが、志丈lま起草過牝に J:"1'売ムにメj千IJにも交史できなし、私リ削ァ法

j見と 5れており、 4ゴパt6')よへなi口再の日存似がすると、 広止にJ正組 1-.-/~C まつ l

以上を総括する Y、ますウゼ;f.!irj'î~ に関しご、恒~皆同!立、ん止ワ年判{えを例

外と子れi工、 1じ主 0)みであり (羽市u布::'1決 J、..畏閉山も市:[::Jiされないので

円:己主主九の~;警は ν切られな'.¥ 

v、悼惜成 J正、現行民 'U、典施行前f主までは、 ~Kû、典の影響が伴かじ.7;. "れt.

だが.JJi1J民法的施行1をは、;f;;:らくはこれに影響され、信持ijJ二変史さ札た 買

戻特別 :J7Gr1費約の性笠 l土、 j~g除条件1，;完了1契約と主れ、-7-の ~~fをは解除靖f

TaふるごヨL人枠笠主による物格的効爪うまり 1脊干'Ii了伎の相子 j-j-'¥"貝木l枠のぷ奈

はノらL!、については、ィj;if構成の連解の変更によって恥響を受けてし tなぜ¥ t'()完

権行;吏L物格的効力を;4めゐ六Lこは111;'¥'法民の影響がみノれる 1

円間接的行N!1Ju，、l立、権利子yぺJ.!叫にit令提供等;ま必要としっとかッたノ云杭u、を
記土件してしる日

松じと:~KíU"， 'il 影響を受けんで15分 l止、 ;'.H十勺喜氏 :jlIL と¥"()]'.，主1J 

伎の7切りである 影響を'>1.けなかったEE分;土、買民代合、期|判、行fth法であ

る .Q戻憶は迎Jkì')(]鮮「余裕 c 対物 l内権利ヴ為るとした方が/し U:":~止有和Iでめる

から、影響を主 t，)"/.部分以、売エに廿干IJな事現である )tJj 1 山制限、i4:;:I~1\: 1;:-の

'tt:百;-uH の:且刻、行使IL\の 7守山 ~jI伎を必変と jーる出はソ1:ょに不利であるから、

111 とえ法-~:; (}J ，~;1Wを乏げなか勺た手頃lz売守二に不利な事項だっ

その ';~l~ ，お jìlH::f;:0.1によるt:現住と同年計子約十年におけるお|現経過の効果(}):rt:

ぃ;二配れる ~1 :三、 l 号 J)~-J と: '8:JAJのレベ淵0)影響を;iけている 期限を経過

じ九渇合、戸iI:1円ならjhヱは丈窪し、 t主計なら立ち'"ぞうはな，ない

このように旧民法典のぞ務への害ア:去には守Jf¥によコて若があず lたが、 111見法

典l土主げrIて，.去、典にその !I'くが継ノ子くされ cf Jく

4 第 ~l t!甘 7主 5 で前主したポ F ソ .r~--- VI尋上内法律不出及論の影響かもしれない}

二日社5り(仁 :l1:J)2G2:l ~ '!()只1
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第7節 現行民法典起草過程1

JHf二対討、比二 i口 1'; 去典よりも苓くジ人口で口同'~\!'， i ，:ml!1担 L た 本的では審

議i!H呈を内心

町民(l)丈7?lzlZA戻 から、日本の慣例に l泣い、 H戻に用され也、 rL~を存

費したが、ウ青:'[体プ')i';t~平長員ごめ令権長良と 士五千長員、南京巴 長員U)

問で説諭きれ介。

まず官邸に!万委員が買 lえのもL置に反対~ I~: 4つ ~l.'_!' 対し、ます梅全員 l土、

存者辺0;士、夕、の d うに t1¥べたu 終 に、 1:'ff: rJ;弊害はゐるが、 i{-;:c;j::削除すれ

ば、 'JiTlに契'ii"-Jがじさることにな t人員同期間も初年、 ω-4-:-とできる それで
は岱告を孜めるこ!ができない)それは一行をはの精神にも jiy<丈ろう)第二

に、いくらか便利と〕℃?に水より伎われている以上、禁じるーことはできな1九

会 11セすに、学容を白せるな旬、現約のほしヨ;;:践したいこヂしてやG却問な Lつ許

lても幹常はなし、長えが便利ω事例として、第一γ、だ仁i封っ ζ、手1止した

くないた初心、末、乃ニ地をえる場合 第ーに、不要のつもりどが、絞日必要!こな

るョ、手〉しれr、そジの)1際怪に、 ア元tクの)頁τ主:がJ巧rr売頁する的をJ完R治純主vずJ'一るかもし1れれ'cしないカ
九口巧寺約!しJ二νて、お<)場品;台T仁V 以「の 2 出を学げる C 第三の存情1~1↓Ii士、諸外[}~:，7)多:

平井 杭「担保口町でなされる民!t=f('-::話寸る

協人f吉田学戸r;創設 十十四年記念論文味告書

， )は起草l長私lに均する売fω1究でめる、
者祭」日明 i弘太字決、T:f~{品"団

法規n¥版、平成 4年) 1 ，j ~ì頁J、

~l、典~JoJ 許会 r，t\: iL~長 t. 述百l~1:手I'll;， 附To-il治研究会、 1[:{*1-::;9年) l4~-j 長JT; F巨昌幸;よ

机司、1J1i':二批判的 C為る 百姓が不効詮ノy手前、，Jことは、泊先代々 の物全潰寸!e..lC

4道vパある叫 Z こで所持して1，'たいが、 rn主を?;5止4一{)二、その人叶:こ況Jーハその
結果、バーの例のように土地を財羽のよう医者が~:t 斗め必こどをう:~m;} +-るニとに

なると円十lさ""るこ %3 節で ~Ii述 L た J うにlGß 十の凶仙ノ?、代売TTtt巳予は 1.1-Il!.C1)

t1い Iljめ:S)j;~..o_; 玄;司だ】た(向精fS立 1:1:'t.成治つ3・;T:-;・ l:-;O引 rr:~ 'Íì件

。)1下t!ZU:i斗j台から戦↑II;"までが圧倒H'j~.~_多く、戦筏は激減 j る 0リヌ人この変化[よ、

N~:; らく;土7[111 をはの軒目立 1_J- 地tlぃJヰめの急i敢な展開によ rふものだ思われLハ

し民会議事速記;:1・，巻・前7上 2 ・ 11:' 白梅は、そ同 ~;V(ltに{史 λ 言葉で、真 lえ

を "::i:~弓 J といつのは l 総力 7サイ J と高べる。 雫際、宮1:1 応凡箭二 iT4・

財長会取得編4~i 川友等 |円夫社デミ時代の注釈宵(円中じもば校、賀民0);と百合f甘

い1)ものもあった

，j K~)、議ナf速記録・ 4 令・刊注;: . ' ? ---1]九頁工主ベ

12円。J ー ~.Û、 0' 日 3l4)'!()22



;1 典ア;II~円 1単これ!，-;-i; ri.'己，

ま必要があって残Lて、、る:とである。

とれキ支;ト亡土方委員iよ:えのように述、た ノ元リスにも民民約款fJ売買{よ

あるが、その立川、は，]本」泣い、企司iが口的。〉誌の君、l味ごあ令。官、 Jι当地>1-=r
われるなり、民戻::iイ、君!ξあるとjjド1i向寸¥コる貿Eさを禁 lするこどνlまないが、

後斗がき主、治二{:;に対九でき乏もりは氏、羽Lミ!:iだけごよ uジ。

最後に品オミ/&:員は弐めよ.")~二ナニベfニ。六動井賞 i土占有ふJ長 I三な (-tればなムな

いU ロ更は3L干Fイ武史の|地売 'J'L'-::て引き持しても「盆ヲト:-1;セハ1tiよJ 更什む 0

22:ヴは実際、」れができないかっ f本では頁 J元は必 'eどとある i

c， Kバ、議事辿;-，G'SJ;.z:岳.f!':iネ己 ll:~ ;;守恒、恒 Rf)、要及 川日的子7:，'

t主1・ス )6---5~ì7頁、只奈の字下戸の ~E~~: ，':'.'凡 Cもここ寸触れられている 速記

料での梅発iil土並τ。〉具体的ヅ]存にアtlえしな ν 哨\梅。~法以ミ毛・ワ~ ~l 節也序

主.~11 ・〔Y39 良では言及 j るコ従来からいわ t~ た弊害は、 lリ有法行 ::11 イ}-cヲ不

宮正化、財産の改良 .~n~症の C~';丈、1"]'日引，:\;;昔 111等であ毛が、 i、体、 I"J足首で

ある もり L も弐以、よ君主 ;ili~己 ir ・!~ Q-‘同住Z. 1ロw悔の時点で;エヰH;;、常:j~.N 
を!発11すミ万引とうとので禾:J臣、お:m!，持続は俳実になら士しけ論じ亡いと〉また

審u読さ!:;~-f!手中::8:を平平誌〆たが、切 Ff:j ~主会で ~-i， したので、私マ民法要/{.'X;;;j 

tm . ;'(正.;_~: 1・:Al ら42_F{では ìií~ 質禁止治脱: 1 u'JU)車告書も挙げとパるヘ剥JB

杭EQi昔llilご問して、 L(，:}_、議事述バ£ドノミ15'I叶IJi与2. 12討8. 1:<: れ ;1: 街によ/:~)t、
この頃も士，UJ普代金を約定Fる1珂があっr:"1ii.夜かり'(::戻 IJ~ 干 1;f月三れて;"，よニレ

，'1到しては、 {;jf，主隙てま専 11，'当時の事情につv、て述べたことが慈考になる I-ril 

博+~;， ;既成法兵士悲母と L、ょにふn芸の修補制 I1をl刊すをぷ、調査のじ灼

とせり…~，I. L!1~世間の'ft'1;~を短周せ九わたる子二1:11 )こlI:y，tJ可ミものは努めて之を毒
蛇デる事え現せり量子き♂じた、 Im(ite:と比行延期(J)埋rlJi二、 i::l~ iL Vl~- は 11

4λの慣習にl人する出が多〈、民俗Jifi'¥，仰いj@さな v吋いう批判が存在Lてv寸二(宮

島11:.士官|京王，木主義グ)匂長と在、法巴(東京大J引u沢会、 E3和幻ii:.)163 ~ゴぷ、十 J

したが〉て、情~!~f に tl疋がある以卜、これ今注視で主な Jト Jった :H[ft;~-r:士白い士、

1ドぷノ慣'n'、.. (~ ，')ケ不案内」であぬから l民寸?濯t刊朝緊-'4ヲ見」だという{
最後の元主主法的見匙からのイ'l[互に|完Lて、汁H干の諸外同訟で白!えを制定L/:二jそ

な1)、担(土次Cf)，ii!1 :') -，''-;，あノj ブラシスjてi):典 オラング民υ 典 1~~S ;日耐えミ L全

くブフ J スl;;渋川とiriJ禄j、オーストリマょう占法問 1068-1070長、 イタ jアi:i.h:

~J、典1:';14- F<~8条苧である。他にボルト !f ，レやスペイン、正にブ1:.7イ寸ニ官通

ラント d、や各ラントの法、.!.p索0)怒らさ主 j'~. されたリ

t， Ri-}:、議ヨユ七日己fJ;・4巻 市j津 2・ 11
'
Mヤノう

7民法議ナI速記録・ 4守-;;:.;-;'iJ注?.ょ4頁高ド

二日社5り(仁 313) 2G2l ~'!701 
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:グ)会を抗後に杯想;こ人り、-ry:~についてしつ目玉l布は食半 11 1 :こ~Jt hl~1ìが終わる c

その河村は記録主i:てv止な"¥ 

以'-0)日誌，;1'、;ニ主て江fたが担保1持法会もつことをM佐 Lごいるが、
」

、心二1.!.-レh】 Cのノ

議論を長l~ ず{) (i.---;cJ.くの上う vいえる まず工方委員の奈は上位なゐ埼疋グ〉削日本

であったが総委員はπ戻京11
111は、以l'io i恥害Jまあっても、 ililiISj{:切に前世しなrtればならないとしうこと

である この主場合の件当-lz、不'1阜、制限状 i明治!IJ'T-9斗1i:I};::政L布告事(-;(-;号)

持抗日的を Fケ~ ，たかての件声(.;::;:~'i j言明) と考えてよ¥.，>"なぜなら、 この同点

?は千'1右制 ru~il を.f~{陪づる子五-，7::" ，-;たからである~戻をプえさ生ければとk 門な

い理171l土慣刊のfi存え祉問できなかったことと 侮|寺!のもつ契約1':111忠目、

それc:. l::~;ô)、的見地か.~)である)ヰ，l'(-: tf::二者が重要で、慣習の村正視は I~;スL!、兵

士吉右延期の l京凶じあった 1清;上!:;.~主将じまとめると、やd古(1)陀去の法論と、

:間判おi.(F~!~約固にどの与主止の要誌を折衷】〆た桔来 告IJ:;j~t刊に円買を有揖する烹

l辺だった

これいすjトる土方委円じっし ， ';也旨ii、て庁ょがごき、窮 者対抗力がある公式

(!)JH~;f; :;t)f三・抗当"C' [-'jj-であり、買I*，:は当事訂|引でとJ出に定めてふく、前 r， 
対釘~)]がむし;非公式!~.:tbl H.，.~として認めればぷいといっ、と戸ある u 非公式では

完全に'"I11になって ν まう栴|守 4ーのjHJ高¥-~- :よ応てていない 1 ま i~~TJ:同と百[・氾

当を比較すゐので、'HJ支のT日l熊(..:.!ょ市有留保守'!r将止、引があると認識してい

る"

m~:主の山本委口:よ、不幸i:i; j~ 質と;よ呉なる二;[1"の口戻の利点、に Ü:ll するヘ後l'

部分の l会一ノw七ハ其雪量 の吉川本が li，~ir'1f_'Cなしが、民Jベ梓行使は質的岳山体行

使 kこべ〈利息なLでじ金を夜、えば rJア、儲.1))~ノ，\'いうこ l' !ろ" この立均

;;;:、 '8こ11戻0)抱iJt点を売て1てが与隠して i堅持:する目白を残す発組である

起と霊長によるιヲミ:二ほ I~ ，j べて法典詞式会をュ百二当 1 た したがって梅iさ:

。)口問イj 置の埋舟 J土\~~ ?)~者当i;}3 i: -<~えごよい !c委員の上宝"前日採用されな

かっとが、賀民を問(jぺ式 担保物粧 L併ギする非丸山(非公式)担保物権

として抗えている」均本委員(1)辺Mti立、 立法問虫活Cコ丙嬰者 (I)j空Jftによっ仁、融

日悔持 J:i'ï'i 戻の l刊と I_~-c挙げる第 の外はボアノつード博 もriJ:二弾111ft:'主

べてい1:，l，; itè設事連ぷj~:-J~ . バ~. r~;fi七 2 . i 17_8梅き"弘 1，'1・1(i2，:ふ i/Jは、

日反は 'j;t;" l~ ノ万社、二五;-'('+イ J }:述べる

ー ~，Û、抗日 3l2)'!()20



;1 典ア;II~円 1単これ!，-;-i; ri.'己，

資額は少なくともブc会のみでJ'C: 戻せる世保一了段と、刈 E背l~を必要と寸るか、

よ!)i'~; 慌の械受を 4三けられるヌ之助長賞を i主主(する1' 11::メト夜 j先恕といえる-， ~ 

FXを選択したなら江主:ニ弘実収取のみで列主止をえることにな令。仏、統的な民J:;こ

のヰIJ，'七形態(エ古本委員の想定する lffii'J t:ノf二 委員h よって抵当権f も比較し
たり、同本;委員。〉よえに貨としかi七絞しなかったりするこ既にJRf両1 たように、

この凶に;二、占有留保山の'f'!L0 も現れ始めており{執 4 節\、各長員の 'R)j~ と

の比的対象によ"ご tUJきの万り+l形u:~が迎沖男にあ-) lこシがわか42 而イ、安

民は利むをとらない伝統的な豆!~で占告を売主に首謀したものを怒定〕て t ，，~

いのだのうっ;-'1YJ'j勾え完 F(ニリ;似しご口問代金をIl主のみとすると、 t1.-jは、

特段の事情ふ除 vミて{問点ば、 41取な!!(~-h む民 1寸的存;ょUJi"J一之七人ゃく濯やし

ないので、 見する〉知日比の取り|どかムである よ弐|がrw:pヴc前cあ心。
以;では冥民ω寄条の再議沼恒をみるハ

#Hy:;{}:)，/9条(前 tイヒmb81法) :まIII氏辺呉ctj，i辛JfX!-守備:;;"584条に，8ニピ寸る 111民

詰!IILζ51なる内は栴 2中、が l主力産ニiJァハ員人Lノ行irJマoスコト 7i尋ス と規
立'1，、動産町戻を禁じる占である 己巾委買に上る::.2出!i、第 1 、1M;主n戻

U) 正~~引がないここ :Ji 二、動斥 ~j，斗 11 で持+'1が移るので当事 ji ジ )fl)がなし\ー

とj つまり引主液3れたD_l.:がな7三者:ニフじ初 J ごしまえば lC日収得:~オi るの

で良Jj~特約を定めても実効1:がな， 'ということである 主主主に、売エが汗び買

い反「こ〉は禁止してぜないこ〆 1 これ学の1~州;より重b:-~í'，:I_M: 'f)ミはさ習がない

ので禁 L ':: )cにふjし、他。)妥員か lコ批判jが集l十了する o そしてれ 2項は

削除されたυiなJl:l，:+{:ょ、出 に、殻ν← n更の憤;è~Tがあるごと J お l二、禁止

Lても主主目IJの条作等手引mして:n!じことが引きるかム禁 iしても魁説であ之Jこ
1"' 

念会
片」 に、第 ;;J頁があ乙〆需 で述べf一方.'-1、もできな、、介所以されかねな

， 1';法議事連戸伝・-{主.tj:;-i之 2. 113';1栴栴 bdλ民読 鼎5節字文，

;.t I ぺ;)i ;;:1お頁乙
Ri全議手速記記巻・古Ij':土2・1対 lヲ7貝慌1円iJiIh'" :oJ. 1ク7自ぷ谷)1:，
だがhi';J打、 治日節.I:r~丈. ?+ 1 . 1(30-Hi1 FUま勘定安戻れ悩留はなし、と L、う。

民;1議事J栄吉i_;$iit.4，告 前出 2 ・ 121 、 128:\:':I長 L~)II ぴ'; 2 項削~，j';案の迎 ijJ ~ J: 

次的通り予ある。ぬ不動産の"l:，~し刀ないならも出 2 :Jr刀なくても動圭は禁 11

である円だが3勤l正汽7乏し士立更である、 yM1司JL 来の ~Jjjl立を ，'é i:Jたくない場含の

'，~I:~ ~ij~ があり、かつ呼iV点:手4IE:\九 lノ)~，動向頁jえは云記をしな V 、ィ、!li~ i~i 買悼と|寸じで

iわり、当字者間ではぜJ~)]であるごこの，;0，;の河向元εないだけむある !μ 121-122 

二日社5り(仁 31.:.) 2G19 ~'!72J 
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ぃ:と 12等である。こう Lでお2ぷは削除されたか、買戻σ、款でJo"されな刀っ
た針出買戻はこの款の買戻とはu:Jのむのと主れる，3 そうすると利息制礼i会常

l民ずるこ〉も白出になる」指摘されたが、この時点で;ょ、千1]層、長IJ混法を!;':E止す

る予定だうえのご問題〉され士かノ fこ1 トこλが、手持議f主に科目:tl!ru~訟は殺

されたわ「

民 1/.:ぽが削除ぼであけ、その効RJ:が~tl 泣 (:(j前除 cあることは!日民法典と H'

戸('ある 1ι

1I1民法民には買片付約1，売買契約0')条ηを満たさ4ごい付与Jを市売買として救

71-jる規定がめハたが、現1氏己、典T'i土引ったG rt/)，古くとも子うなるとし Lう

問、海はこれに反論する( :f'lこっ弘、明::cC'禁!しないと可詑と併され。 之、"j)
につき、弊古はへいな、、泊三必要も少ない〔動]土立言さのai否に悶わら「、動産取引

で~J. ;~D f~~~'取得されるとルうしよろもな 1，'，からである日 i主にí;T ずと、中d与す;がj否

意のゐ千午、その勤圧を買おっ亡しなし'.O)-r¥買てお土処ッrできな〈なる。その問

問が5年といつのは長 vし l司・ 120 、 1~9民地司}よ次の述人{;r:~ ;::: .!よ山jl;I;;T~，J)珂 IH

やりベる 主、経済 l一、平 1，白、の支払しりうミ不'I~O)}片で設産 '~n人 1よ必 15、で点 ξ 乞特

il:Lない人を見込んで)12却し、 ttFJ::持約を，-;" 針習7~fあノム f号、私:日]の解除~~1:t

をf史コて、買!えと円〕ことができる士お小川10'に間三ELて、 y、重i}Jiifとよらば現
行え法兵ノ:~:;1~9条の I"f~t下 j として小嘗ij; æI ~~~口巳 ι士山10G ，)::山 号lニ主主つえを示4を

し〔、 JrL~及効をむたせることで買烹とほとんどいl じにで主、しかも制|誌がない

IJ'J' 119、11長帯、鳩山 前バ節ー注 7・372只J この他、:，，-:. 1日長:'，/; 

b第;;li削除主主(.:tc{-成?るの
2民1去議事速記録・，1守ラ‘前己っ・ 144宍梅{土、第つ Jf¥削除の限旨をそ λ併す v

i 氏む、議1i)U~巳涼 4有・前;t':2・ 1出 136日長許1:1。
4 民法議雫;圭元:j主 4き・前i主2・II、子{悔 1::;71育長谷)11.

り九同情同議会民n北町1<?)~11'~き 7戸字詰交員会ょピロ日泳 10、 1n.:;:t'T;井 なお尉
中佼法制下 r第J!.jwlfr'f図訣弁の;:;し!、審議ユ (右安問、 ii5利61叶勺山頁ふ:'~ニ全土

似おされている :n:書では日O九"
"日1'1、 μ 主 t.ji~記録 ~ tき・前iJ2 ム 16 、 142 頁:f~J~c :~';. líE: L2~具 iz 遡及効は

舟t;t;が手いとヲる J そご工総司リの併 I;j~ は淵)1. :._ない口どが 民 J，t~ は寸悲&"~る必

恋があるとする。ォース:'i) '? J;~;:土 1ll~治 10ω灸も rw:b;: 権行使時、口止:)~主を J}i;1え

に往さ仕之のでlilJ及効があゐ。叩えに第lU7Gi長第 lえは不jJJI;~で UJiる このこ

と(;;:~ i'/lf委員も広れて v 、る{凶t!~ . ，，'う !j 節‘序文‘ ~ì; 1・次16:G I J.;Jii rh'法
典が京動吐に|現 1たのは、ア ス~ 1) -l11、にi品ったこする ν だがそ 7ド')乞

やた並立醤は述べ~C't-，な vミ

ー ~.Û、 0: 日 :W:)'!().:.8



;1 典ア;II~円 1単これ!.-;-i; ri.'己，

理由である lいまた 買戻の条付を;~たさな 1 、予J約であ勺ても i斗者百予約 ま

たは総司の併に士条件と L_-c r主主~-~す札ばほとんど買戻と l司ピ対果ふ符られるがl 句、

これ (-:k~' する T 当てはされなかうに~ (j 

'r.:主の地位(;1、ド民法問では停11'長円?寸所有権71だったが、現行天起 {j:L{iは

IIT戻ザl 卜， 7-1ノヰ 位ノ情樫lデア Jると v 、i古格試を1主ったニオしにι
liJ L 'C 、 tlJ!珂変~;!がされたことは既に消!Ì ~~でみた l

n戻期l問にういに現行指只父()~吊:糸;明日記長)は伝大 11'午円 t ;，心が、吊:奈

は5午 朋 I~Jり定めの時\-;j易台、 つ午1とLてvミた口これは法問吉国立公では維

持されたが、帝1"1議会"CIO午(問j間内定めの，;;rr，:'，;-，;品ft、 ヲ午こ延長されたU

I 上民t法5議義事i送宝記久紋..1 ノ忍3 前出 2ぺ11在 117栴;はよ、 宇将?公6σのJつ〉守売2民下i辛約ド匂J刀か3完波7下ラ

約か('[凶l

119頁でも 1"同守寸l蛇旨の完百があ lり7、買主の万から買えとはいえ止し εという。こ

よう、 l コ ff11 レてi\んると、 Ill， h'i"も、買民権 J土ヲ宅τtの帝刊で品i)、1--~戻を強制さ

れる条件 01 .1削が;11( 除条位~~:みつ)を干1-~なかった :::i民 ι、典と!刊とだろっ U

.， rマ売買は、了王イ奨的。)Jd:l1長的解除ではなく、新売買であぬから、ふれまで
にロヂ刀十JLt:f予三を ;([~~:4<. t-る点;-.;" ~託記子数料等が注入点、再ノ7c_r.~ に:工成 tf J.~ 

打;こ::;U日えがないとされるりで、平く阿じではな、，'1也に民ィ壬議事1主主主3・4巻。

前付 2・1!~O頁同本は、，.ι売r;:な l コ qr 加でじ守J物刀、滅失した場令、タを存物 (I)-~

fτをょにえ;工ぷく、買需は、賀民代金が先買代金よ))f~l <、:まなレJず、 削減Y4
しているのに、全沼仏;nねばならない述C'かあると1:1摘寸。
リi:1尽の出l限がi1A-g泣き:lLゐというT2引は、 Ri!、設事速記fJ:.4 t:E・百'J注2・
117 白 Iii~辺回以、判. 1，;] q+.J日 J 二よりされていたー L7)'~_ld' 119----'つ0、1部、

141民投1.~土手;の理由で干当 L をしをか"た己r:i-奈は当)1-:fj-のちオ係が切れるの

て、後でfJ束|〆10'，，;1ト支がある叶どが、そうした約京は完 tがいコでも売買代
金で't';~ l、成ぜるので )jty~ (.一右，f1jであり、立エiよ小動産t})tlJ用を立とげられ、

方日-j( 小市:t在であ ω) この hめ外国ではそ~)斤約束をするこ(1.- (1滅多lないベ

ヤ勺ても士三犯に Lだり、全土刊U!:FIする、ことはと主い「また[/0北しただけでは週A

ijjプ戸ないぴごザヨ己せねばとにらないが、その m う lこ沿心、決し者ならそ人なが~J!荘ゃ

しない i"J.t長のここ f，):アゾナ-:-';--'1ムri\1 .t立法'ti民~~晶表 第5節 l主よ・出

[・ 383 お，1'8:が稔日;CT)呼玲灸件を利用 4一るiニ[更をリJ:1l:-tる」匝出を[旺にのべて
いた日) マグ!i去:ι 「法律ハ)丘、，t;;，レポヲ厳禁ス Jを!J:，.七し、 i戸戻は)正ノァ起

こるか、解除粂イ'-rを法って売買することは i"，] 多 l 叫こ lコ七いので引:~z μ 在， ，の

だとし、う

什o.l ~i~と議事:圭 iLH. 11 さ・前 fヱ 2 ・ 151_~，悔こり 言のみで議請。よ3れない

二日社5り(仁以)D)2G17 :S74] 
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理由は、それがt!:~U; (/):ぞ務で、告、に短く〆て(立、 jl!'i告だとされたからであ

定めら才lた明閥均にrt烹tit';): :[ J ，:'_~: ，~しなければ失推する

1::民ft:1::i7e立に契約費用に限られる〔売口代i?(よその↑向よりi曽i:，I(-'ホきない一

符t 州簡を許した場合、目頭 (~it己:~!.-1守が挙;fJ::+手当;ijl::'以外的恒内にi生われる

刊能性 ji'，jI)f;')刀 1;)であるご史に11キカ契約費用C?)存 i芹，;:簡を放棄することも認

めない→したがコて第579~ノ子丈比例外や l;Jj;ll三な ν品u511+?j't;，hlといえる

起吊者:土、利回刻、」績ふ:-.-1'1ャ 9;;:;ソヒ校担保f刀 kうな白夜の千IJ，q:;1" g/，: ;ていな

かった口 ~tに起て1:Jj権委員は U J\で利息を上嘉j壮する討を挙げ、 l 買止ゾ lレ買

戻ニーイtlノテ〆、安十ハ受:llt')タル代金マj主還ンフ契約ノ解除マ民スヲ常トスルカ

故二総h.TI-t十九 (cどニ!i~\テ f己主ノ叶に令改，~主主U ノ告;-+-i ノ外資ニド二支掛ブベ弓モ

ノト定ム Iレコ pヲネチサルモノトて 1) t::述へ、この，さ同を町jらか;しといる一¥

頁 l犬権行↑~j手ク)禾 L忌と果実の桐殺i之、 111民法出では解釈上そうさセていたが、

現行氏法典~;q-"5 ~)/9条 11寸詐で l !ij~[，した c 子山坪山;工、市b4~) 条〔吊 ~;f~1Y-:: ;)Soδ条)

における:百';:3義rよ毛と、禾:jヨ、と123足手;l ~ )仁Jz-j:;Iするここは不問えからじある

2: fJ} ノL凶帝 l'一議会ドボ記録・前;~tb . 136頁 âJ~宵剖均し王寺ロ，f~:まよ官、 138封。 7てに

た論杢はな，' と二ろで、民ほのた生Hi、から、なぜかり年という附が多いl

こうしト r~r、完売も勾係するかもしれない〔地主井・ H'J肝 1 '11日百も参照

つ民主て:~~-ポ速記録・ 4 巻・前7土 2 ・ 159;雪梅

，，> }Ç法三0:*医 μ己デj~' .1 ~ . Hリか 2' 136 -1:3781" I土、買同棲fjj史lz解|止であ
るカら、;.'1茂代金lよ J~n代金こ lM1(二 r な l 仁:f~:二併除ではないという

l民法議事速記久，1;，'1 前出 2・144-14:;民梼 二つした起強行法規ドか

l二、第 b主jsiJj~・た半1; 大If ::年判決カヰ11，1当、召還を認主主 Lたことはぷ丈l抵触4一

る}士た第;:)79条し n;rI，1に第に幻条も百rL法規であゐ口
己山口 上民占法 f去t事》涼ぷ阿巳録 4午私;-.;: . 阿断:iけf:_:2. 128-1:29円?ぬ妙ωf効句 ' 土民d法要吋弐王 な訂j;)節 . 

lげ1"'づ止 泣t; 九込τ1-;-)泣42F良t なお

-当J当4刊Z然た、 J-1.:、~，~杭かない灯ろうと予:旬、 L ていた': +~t!iさされたら、不l ヒ、に院予どJ 軒

約は市!日見f乃必要はなしシ述べている

フ6 民決議事法記録。パ者・寺u ェヌ・ 11 日、 1 川、 j44 ，~格一何回 116Q でお山崎さ

れるカ/けノセ:;.-:~~;必ラ/ "法 1~\ll;守 ~í\297.:1;は ;-r;:戻の実行かパじた陪に

Iljlj段の約実が存 Lな¥，"J;具合、元如坊のJI)'がも..< :よ N:~ j-:-j と代金が丘:矛せた示'.1

Eは"いに相殺オる」と定的てむ川、取i'f前57日条 rヨ幸:こをTft:，'iるれ直み;二ザー
ストワア民法典第10出¥-;r:も l代金と功刀、らj収拾した禾:Jtさは十目立:初殺〕続ける」

とあ灯、 jriJ杭ω相手t規7Eがある行

ー ~.Û、 0: 日 3(18)2(; 行



;1 典ア;II~円 1単これ!.-;-i; ri.'己，

(〆ナかつては1;法も/-iハj移転主'1を戸'J技;こしてはめられたーとになるー

第出3条第:2Jヨ(~支諮らお只条よ必去費をιめる l 起工主計;よ i人安買の内科に

|見 J て、「目玉;Jzd込年取得絹叫ん|八伐ト大同小穴デマりマス」 ζ述べるク 工、

十休を見ωY、IHfミ法主より 1，111かくつめ、士ア:絞めていω 買主の支

J人った fll 悦;ま必要賀だが、 fl'ねを{?~めて、県安で日むつべき賞用をつ必要責 lこ入れ

ない J 珂111は、占有1hこ4る空;-11償問口市4、や〉とめたさ白 196条が、 I_~-lごドが果実

キ耳'l-[~， し丈一味の主要1lJ{ふ丹病者負担〉してい品こ止し関係 Tゐ出ヘt'(ードが記官、

負 !IIすべきを同も償還を必しない?それで b な fJ 支í(， λ べき，_~， ~-î1~，之、苧索

時山では 1--ft1 間:Jj.~ J こ土"令わねばなりないとされ1し、たが、これ1):工削除さ

れ、間以{をに支払コ Cもよど、)-{[jl;;，!::王Yに払わなくても五反作手炭火 I〆ないと

されfへもっとも持l張を経遇すれば、 rt_-ドはU'Lちにソじーに必要貿;，:関して強

:bl;執11 きる3ょっ必't"'~: (/j 1-"1、自主~f~ 第 ;::83条主 は何九十lこな〔之宮巨こさ

れるハ去三苧二荷 l士、 l:X~:TJ費やし、 200[T] にな~)た等の l 市メヲ析す場fT-;こしか

支d人いを12しないこする沢口 J、仁より、 i口氏i.t:¥111-(;1) 改良Te よi)も栴宅γ絞

られf二主主判所がイf設校情還を拍子でき心口、!ユ I~ よ\， ì)、貝 ζ 同じであるー理由は、

目下が片軒1な述物を迫築したご事的:l，Hi今、売では丙ぐにf言法でえないと与えたか

九τある n

主l、!の迫1'1、民 J1~ 権行慌の!/~1-'f:は治583条栴 1J，点所定の売買代会、契約~'Jl-i

の ι担、いであふソI~~:よtι 'lHli を止:払わねばな ι ないか、 ñ反池iJ伎の要/fiで

はない， 4J 託費弁1斉を j，，+されたj持今、これを十人わなくても r4~1:-fi持は売守二;こJえ

る，だが皆 i古ほがruにある引 U 必要費十払わなければ治相l朝日 J を受け、ヌ二

ー 上~i去ロ1t:4î述 μ己民 '1くに 1 リ 2 • lD95ペ 1~

山氏i1、議事二中司涼・ 4さ・前iT:2 ・ lb~;只格

ぬ l~f;主義事:宝日以・ 4 さ. tJlJiヱ2・](31;".悔

出)この辺の戸工枠はjて(1)、議事j虫記旬 4香 前詐(~ . ; (-;;:; 

民会議事速記録 4巻・前i':;:2・167;:ご梅

"12 K王口五半人九己:;;i;'4ki¥・討'1ヂ 2. E;G主格コ

(-;7頁ーま?而.16K頁住ヘ

'3民iLii:先守主連記録・ 4を・前記 2・160日侮t 干の町、!ぶ日Eむと典のE主択と|ロiは

だが、ツラン λh:i}:J)!1 で l土立、 l必以1.01布益脅Hji土熊本I~J:.-， t:-Z判所が返泣E免除

ごきる f し亡し汁干のと比べ、より制限泊く?な， " 

~， 1民1去議事J車記B:l' ，1 巻‘ HÎT ェヮ・ 163~宍 ;!l---.:..:.止 J3よとN毎わ

お氏比一義1i)U~巳涼・ 4 子、.前;r :2・ 1伯、 168Ff ;j'fu-c 

二日社5り(仁以)"1)2GlS ~'!761 
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車2定をうモミ I;JH~ 注があるだけで，{J 益貨返浅の紙]ユ;司岐を徒Fましたよ λ な場?で

も買戻権行使II休が矧伎になるわけでは主い i円叉話完は この 1'，が不明だッ

た7炉、ミド'TJ口J、4tγ引手明らかになってし、る

出 L，-'守に上.{)(V以上の問戻の規定lz 必テ命令!汗埠足ニナ y子居 j る

;;i:、弊-，:，が多し叶iレ)~':JI:;~ ヲるのだというが。

JWI:: 

総認すると、賀川特約j，;完買契約}北 H 的公件として、打 Iド11却はオ之助芹に IJ'~ι

れ、 18只k典よ :.'1制限されl"( t(YT:;tJ問は、主主大10年々な 'J、込Fミでされ子、 r
Ik{-;~<;:: は、ノ~ ~r:と認が~n 同のみである 去、出!-1![の支払c，は買民権rr?土門主で
~;: ~ <、そし)IJ，容も絞ふれたU 条文かりは明らか?ないが、議事録。 i').l1戻慌

の法的情;丸~，;:債権叫に変足されたが、員同特約付4土'~契，;1-) ~，;:解除条 1'1 付売買認

約であり、 n反住J止i:tE及U'j解除?主である点にを更はないしこの1也は， I~;スL!、兵

こ変史を刀1Iえていなし~

;lJi ， hil、 !j;:刊行後は、判例;こょっこ tt戻はより具体jl~ "れ、現代。〉月鮮にョサ1干す

〆，η 戸オ;-，;y玉虫併することて民.1-.'2;0)到達O.;5:'~主)f;rでき、椛々な考察へ人勺て行け

るl'ろう U

第自節 現行民法典施行後の事1]1例 a学説

ここではJ~:{;'y);以後の'd反ポ刊におけゐ半';17'，学説を札て、現代のnR:の伐
泣を明らかにする(際辺'l'-UWJが膨大なので、点ての"リ例で公約百 j出l土〆な tりn

去リと権♂〉イj置にiJγる学説 学三立の平に;ニ、，i~-I:::: -r誌ではない刀、日以の

忠、義に出称却な「半fこjを hすものもあ心(技会、行1ij不IJ)" 尾'I二普τ、迂丸、
:)>j日買い一 11戻 (Í')~竿;27 は、大休、起草時に~、われたことと 0; 採である (hì;J

:o6 h;?t~.造事連 I?S~，~. ~巻 IIリ注 2' 1均一110日悔 l外|戎ニ多クノ吋ノマル通

リJ あるから、フラン人弐u、誌で述べえ併r主→シ同じよろう

J，妄 ;;(5 4合 ，-， ι 32Tq:ま買戻は 今日ジ)絞情事情には遮三宮し、 lζd~J

じる口才，!'I干~I;)(、 I{，比普チ'1主総u-詰義 iy:言Jl門市川 司「論七、十"1.0<;8年)lE 
F士、近iJ・4品1節・許 8. 2'~g 長 l土去!.< I，'.~-かけるキJ.Ë、忠実相殺は: 11主主的;i:l奇
を残しんものであ/)て、間」二(j定住者) (，::.J::つてはきわめて不JりeJだム宇ゐ μ

内田宵町民法ζl員提i'r論ユ(東京人宇I_U抜会、 'I"-JJ入:14') :55白 !J同 J たえ献

ー ~.Û、 0: 日 3(1 f;) '!().:.~ 



;1 典ア;II~円 1単これ!.-;-i; ri.'己，

"ラ l

法、 );~;lì、事他jLrt畏がj七保と 1._' 刈f;Jされるごとは.:-(，:イ1 までで変化し

、いな;..， l品安、 )[':;.1、 !¥![i" 

ツミ資〆!司日ph 特~~~ -9 るャ~q~ (第只(9~長 L司 jLる判的 この佐件は官房

こ1別手的効})を付すため、日三者得議|、設けられた法評孜前|しつ要 c

しヘ子:J}、:一九年6rl30 寸民主;;J~20軒 SS7tJJ， 民i:t;.~j~ 凶行前も 1 ，，1'1手:二笠三千， ，と
ど今一 ν

~L 宮、きルされていふ 1 大半Ijn)-jiι117午4月(¥1 ; I\';銭。右 4~:i頁 J

IliYe物に珂オる下I1ヲ':'T説 明行氏i1、真円iJ¥J物を小切Ui2i(こ浪ったが。勃

並吾川争認めないわけむはなかったいこれに関する tl] 抑~C)法度はどうかひ

大判明治39年 1月29自民録12輯81頁 汽船買民計約付売買事行内買六矧!U(

は rlH ~Ú3(j :T12月当日 ~j がこ当王者数圧に n，判 1-をしこ金伎をえたので円 i

が出1，'詰岱高六悲した〉完王1~~ ~.;.t;欠 (J) ぷつ l- 王張したに :1 訪産員片山|円t(

iJ、気では認めら札止が、五千rJ五日、典 C':1 禁止されているので.'.::;~女 J~.n 長J約

はま￡効である l~)本件烹買は債務の 祇常ーであるつ以 内戸」主により、

:11 有憶はッ'~.J にある['!_U立、前汁!1戻条件1':jじ了それ成すを j伝じた， 1虫

詐[土、民主、7)ιfえを認千平しとので、売主l-C!111しん 判決は、動l圭日，~}-~が

jJ!たされてし 1なv、のは不動抗〉同材の効果を挙げま干し 1からであって、禁止

する馳肖ではな ν、としたn 上;11雪作到;υ

ニれは起草省:忠実な判例である L大刊叫治I!/:.11': G ) J 20 1以ifJ1 i↑'4306.Hも

|亡Jiゴ }η 学 ;S~ も動 1'1" 汽烹を認める (1革、同校 時111、我妻、羽111、)

に世代閉めH'校"があるが、むしろここぶ J 戸の時代市もnJf:(士j-，る沼市I1;;9 
厳格迅玄る)-..，う.~1:i綻 J七ぺた いえる 1

いよ:マ CG只節 什丈.?+ 1・功、163司、
郎官製主!JU:J:(有吉湖、刑事|認年)21L ，~ 

干liHjや阻古 9(~)と与えている。

嶋il!. ;;'¥4節・ i+ ・37TR、来泊三

どの時代。〉学も買厚きはZす貯のiALj百・

、我妻宅第，+UU • ;_~ 7 ':~~市 :1:抗頁、迂付。第4;'，":'，・住民・ :;.S~l頁、平 :1 ・第7

節・ iJ:~ . 1.fi貝守{

l 祢足立、喪主ム N:~ !-; i'iIi . 1:;7:: .汁.:-1諸問、時111.ら;'"54 泊~Ì" . 3lG-31f" 
頁、 f!t古第4節・ 1主t む7定、仙 4 ・第 2~可 出 1. :i04t司ミ手。 ョ松精 5

二日社5り(仁以):J)2Gl:l ~'!7只 1
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11戻代金に長;~~る引iJ1Yl了説

大判明治44年5月20自民議17轄306頁 刻庄工~: JT~野市ヲベト売口事~t ~ :y3約時

は明{自Aフ年 E月九日11 問戻Jl~ "l~(.~: I五j年行月ヌ51;である 討均三'j)~;土 id，金!呼風

fむのお庄である J 売r::1t':J? (ま ~)üC'円であるい rr 戻代令は売r::1t主に}-jG. 2C 

lイ0)利J己を加えた官p"eある 1'Ifえの劫昨日:山特別人t売買はI[1J年 G!lllドに

締結きれ介。 t::YK男限は何牛'7，9 ~~ 11であノ)C' 戸L的;¥)動止£主lは土水品J-i

戸であゐ、売買代令はSr':n円であゐι 京l犬代，1:は有頁{-;::i'::と日，2に%の禾:J

Eを山えた注1である 1国j契約)つに 1':戻ゴよ務 i小履行の場合、子三十 iz口民

地や践すJ 、違約令として立小OI'J日目1-400f'L" 0'♂支払わねばならないηft

ムく六十がこの昆約金全請求しえのだム思われゐいこれに対 L JAM-h lI次

のよ与に主張Lた 1 '致lイ冥民i土器想!j'-Cある，21真同権i土権利であ')、義

務でないー大審匹¥;~.i:忙のように判 '1ミ!、 :!G l-. (/)ト止を棄却したc[1'<こっ具、

埼579条以;.-0) 主主)-;-~は、劫産主主 lゆとを禁じる趣旨ではなし""山γ っき、完王

はけ的号却に者け付しぱ注禾:J者ぜあるが金徐に若[-:'9*i_，.:主義務者のよlli.:/:::こも

ある。そうした心とは l任務契約j尚イ;ノ叫呆j である。

設産去にが泌められることは 111J述[た。前射しん iふji~'3D.{:': 1 jJ:29; ItlJ決U)事

移 l 土、 J，}ir:. 11 能な船舶が汁的秘ごあコ h が (Bn也 Jì)、第 R 、 ~({'i~ :止~)想的

な動荏である

問題は利息)こ閉する i~'I; l]~である U 意f:!; j+ .L:戻 i よ ~~tS~)':'9.;長幻τの市IJ限がなく、|通

宣言ご汗こ i'，(，) C) iJ >:!}~ fT 1>C法 III起草省内山場ドっと !/ j~:がって法丈 l 、札日収

取は百日~日立ない学院も到β 汽戻ぴ)ト4 附を認めるは刷、我幸、引木、丑?";，)

だがf北町Iによハ亡いた伝統法CI)rr戻1t.~~は口白:初を刊わず、 j[ やのみであり、

それが質との l_'{)J:J だった l 第 4 間前jl]・大判明治~O年 4 月 28R'-)またこの1¥.件

綾子h が;J:;4陥:!IJj品 大判l大7大4ι12H17[n吋 Lわがって、不動産以外でも、

節・序え・注 1.次16つ去は、 ttff.iJの頁lえLこち触れ、この款の規定「るところ
ではないとするυ 起草足利でも民法ぷ'ji?(三口乙録 4. -.-{;:、砂川 7 白~ . H.~ . 1.-1--1同庁一

崎てnがほ利買買に百及したl
h鳩[治 t節注..， .376-377民、よ比fす5・8h，1箭比 7. ，327虫、情不向

フ úÎl ・ 7主;・ ;-Hì{~頁、泣い・第 41'，:; .注8・:277頁等

l279; ー ~.Û、 0: 日 3(14)'!().:.2 



4ト典TI;llj内保における民R (1) 

買戻を利用しつつ利屈

るから和利l息収取を認めるベ主ではないだろう η また動}~買戻における随居条件

の容認も、起草時に利且制限撤廃が下定されていたことが前提であったc しか

し利自制限法は残され、前提がなくなったのだから、やはり台、止の勤斥買戻を

他とR早uするために趨強行法制であるおG79条や的583条等を類推適用すべきだ

ろう口判旨(2)については後述する{

n戻代金はこのように現行民法典施行前から冗金のみとされている(第 4nIJ 
前掲・人判明治20年4日28H土手んだが利息返還特約を有効と「る刊例もあっ

た(清白節前掲・大半IJ大if2年!o月日日)。しかし、その 2年後の判決は再び

明治20年判決に民っている(第ィ節前掲.AflJ 人止イ年12日17Hlcこの利日、

収取その他¥1戻費用に関しては次の判例が詳細な判断を下した。

大判大正15年2月28自民集5巻30頁 動産不動産打戻特約付完民事件u 契

約時はAJl:.ィキ 1JJ 29 H.，頁民畑l削は 5:4-eであるぞ目的物は注物および付

属動崖である。/じn:代金は60411J43銭であるハ円買代金は、ノ'on:代金、契

約安刷、保存賀、改良質である c 以上の契約的成.，'，について判渋は次のよ

うに判断Lたっ[1戻代金をJじn:代金と契約費用に限った趣旨は rn:ム及第

一長ノ利益ヲ{思議スルト|門l時二売主ノ利益ヲ保護ン頁民契約ヲ達センメル

トスルノ趣旨ニ出テタルモノ」であり、 jぃ主が支払う代金は/じn:代金と契

約安刷でよ止り、これより多くてはならない。これをd、めると売主の頁民権

行使を困難にするじまた利白、制限il、沿脱の弊干与を招くじ第579条 e:/e't1代

会と契約資崩を返還寸べきことを定め第583条約 p巨で期IUJ内にこれを従

flh F る旨を λじめた規ノじは「強1，規ノじ」である υ 第 58:~条第 2 墳は必些費、有

益輩。〕両首j喧を定めるが、これは売羊が買戻権行使により所右1揮を回復し、

その引i度を受けるに際して生じる義務に過ぎない。これらの賀川の提供を

賀県の条件とすることはできない〔以|より、本件特約は処効とした〔

買戻代{tに保存賀、改良買を含めていたのは、旧民法典則産取得絹泌総条約

1m第3J買がそれを認めていたからだろうじだが判例はそうした合巳を認めな

かった。そして {X~579条約 1 取の定めが売キ保護の趣骨であり、強行士l定であ

ることが確認されたり判決のいう買土と第て{i"の利指の保青空は、第579条本丈

で定めた口戻代金の確保につい亡だろう〕第583.;長も強行U、規としており、 ¥i

北法5D(;;-30:;)2611 [280] 
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法昔lこ，'，巳実な判決と uえる J了日誌も、 W::iS3弁ちは強行法"};l..I，だと昔る

〆~-f} 、 :6

l州本、情

ま(、必寝変、 'H託費?のほ選λ 口 IJ~十年行伎の末:汁としない占も起卒者~.:i} 

突くあるべ この円は己主計も民bkすζ {本1[メミ池)'{ 

rr戻{-t([，~を禿穴代金と契約費用に|担るのだと守るこ、 11戻1i:':i:ク〕波紋はでき

るのか)起草川は内ヌ:二)ていたーだが、「級平年ではごれや l位、める判決がめり l東

京控↓n)¥""午7月:4[1 評論。巻KìJ、 4~(-)頁 l土、町民代金千完全土70nオ!:qf治相

平2刀12:--1から38年!っ月ワ日|→までの利息 1制3守としたものを500Uトヲfこ減額し

f二"':.:-玄を有切とした)，大審トおったiFIO!fY月:21C判決{尺続27 輯 1~)39 頁)は~

;k1tやや元ゃ返送のみとずる特約や lltめたηJj![↑1iよ楠お条が l指I了を!iE二三|

ゅ

，~ 

ザル」からである乙予誌にもれ!古代金を減傾「る台苦のみ七 ~~1j ，:: -<1ーるものもあ

(liil掲・東京作 1日人止。 τ7月[，1Hにi英jして、鳩山、技虫、柏木)"だが1三

市可??がお:)83 条を強行υ、視とし、いることと;手)有する、 :~J 説 本jl~ 、 j リ

手 IJ忠と県突を格式えしたモのとみなす第575完，~口主の 28 旨が笥E存在保ぷピある

こJてtニ嬰誌は布、いが、そのi人j色、いはたがあるー うは、煩I立を;~けると Uミ;，辺

白を苧げる(hftJ1Jし措凹， ;1:井賞ふも λ つは、不条湾な利忠元、 lコク)i者務主

j-;.r! 宴会烈刊とする{仙本、 1._) 1.) 'd" だが内説(よ ;1，通しり寺子Jによる和"は以収rや

( 1:ヨ[点安 ;-li ，:-~:~i る治討す条は、手説で(ニ柏木 信之節 注1・307丸、指芳夫

「小動産め訟役担保〉フじほ担保 11 l ジ~ T) 670写102玄 (:1円相53午ノ) lCI?，頁

が強行伝規と明言 tる仁

， +[1:木 ';X~2?:J 'H:l ・ 30 ìI''r， 

日起[[[，弟 4t~~ . i主7・丸材質および片呂、j主走 者主4節・主;'';-J2ぷ-p、他十、.

託2節 沖 1 ・ 30G}'~" 1佐しい附;むとが、第379条ヰ文が片利から売主ぞ J之J(:;s 

百 Mけなっ(}，.、ノ l~---':":':.有ヰIJ，:もきシ(iEできない主!jguif'i)、現性をiitJ守宇品必要はな

く、日'~1{:T"~王子月で i 刀、である ο た力、 1~)-:' (j)~~~旨(三浦持・人iよ二 15 '1 ':'1 決によれば、

なf~~-jl-9 長平文lz 円十と第三者のt午、識の:意】l、もあるとするつま [1 、穴民権行何時、

第 ;";'9条!りlノとの余ノ認を買 u土曜i果じさる J 宍!とけの問包なレ)1.1'、その不Jが舟

口千が枚禁ずることは白白であるにたが~~県特約は立ロこされる l二とで、口干の

財γi不iJ:茸をもっ記 者l主円反則限までい曜にしれ不ifJJ!t~1 行白権か';'.;Ïl代金お
J び契約買尉の -flCれかがi'li'的責t:_~JIT[にへると刻印 tる。こう L た完全測の

治三者のfli将も#えるならば、 o烹代全幻滅?1医科利は::;-，;"註した万がミ
"仙木・第 2出 f十 1・ャ07t¥

"宕松市日出・，1-(-メ・ 1ギ] 次lfi: 1 (;2 h : j: -jjfu行也f去の宇者であるから、起

l28I; ー ~.Û、 0: 日 3(12)'!()_:Jl



;1 典ア;II~円 1単これ!，-;-i; ri.'己，

EJJめる J 三れが胎説といえる(凶伏、検出、戎妻、柏木、 '11井他い反対切 f秘封)110

だ古がゐ司苓写γ

心託I':e，れLなUい、¥、 i臼汁善苔;でj伊利礼司j岩返i迷泣ヰ野P約λ認幻る; ニ Uの〉ノ本ι 立~?:抽街毛耐Jヲ完tする そうだ y

す/る{)，'-1特寺f約~ ~は工果:実足j返豆還i還宝に関すどる〉 f予トJ頃買に日肌:られ 4るJ ぺき「あ;り砂何1 え lば王、 杭当{代しυf似叫
ご呆=実売を引 L以弘?宅守~)人、 利科d 巴、ぷ辺又J子特y'f;約V汚Jを首認Jめたもσの)':はなし、ぐ

またこのさ白 579条ほ戸の利息果実拘殺版丸二は、 'RJ が果実 ~r:' JI;UY する戸と ~r:.

可'~'vt:Lごいとので、先行代金から中 rゐ利区、の羽-:n:~~~口、乏しごい ω ; i :'j F 
円七物円買主ヘり占有千手伝を!訳出l亡しているー↑リヲl~子 ~ì~: もそう院している(長判

平成18午'2H l 口氏宋的志 2 せ480 貝、 f喜 1fj~) :'ただ、ソ、なくともiノ，iiL'f)j午P;
γ"刀!--;:片有背仮出のもの♂あった{きち 4 長引 3 芯~主は、二1;;':常手知ムザ;二、 I~ 

臼移恥、を Jt::~IJ レ L 丈こ少には注意を要する三

うさ;%':!登用に!判 l~，，(、巨体的なことはむ足立過程からはイドノなかった吋 これに同

する大判った'//..:;-ニ jj け i 口(F:;;?孝弘崎2103同〕は、 l 契~!，;ヲ硲官ニスルニ在J:， ク

~カラ寸jlν千積ァレノ、 I~~~J z、lよナil噴出二l詑ス」 ζ し、地禾:j務松仁比する

乙、記手数料を$!，)九三つま :'1予J約を確J丈iC~9 るんめの費用を予f約校日正)-(; () 

こり;<'"断にλ， II~~C、契約責点にず μ己資J哨を《めることに反刈ずる子説かめる(引

いに iP つ(二、笠言"手数料や攻約黄 }Ij にへれると、 0~ほイ J-i~;!o)均白に fr記

。)抹m日よな♂、 Jヲ売只とIriJヒく所廿梓;停市、のJ続でやるJ こさとお/;.:.νん'(':j閃
り、半Fγ1ft.\~7 年(-) ，~15! 天録!O較は臼頁同\s' . J~+Ij-;、正日年:月 jj 日民録:J.:)

，'，\~，!の理日を j主べる。叫が15く ~ô2 、 l行~~~~1り7頁刊前回の返還特約を認める 杭日二

秀雄 15九十件各論ホ』第1:版 (ì~/J丈詰山、よ止 9 年) 38::，立も円旨。 1:1 j十時空 相l保

秘権u、 \f守ヰ香川:新折、 :liH~j~0 '7") ::l~ffは l こと1'，も坪山にノ片げる c 'r井・

第7出正1. 147'f"'Uよ不条河なぞJ里、からw奇-n歩保護するためどと寸る 起卒
者はな'"'; h~でなえ工うに、不正予芯強行iた却として k)"， j\: 川一ぷ l 屋、や打j j}るこ

とを討さな v ミので、平);襲、抵のJlI1~市:ュ正斗であふ八相ji!ト・第 2 UU・;土1・;-HJ7頁

ぷ松・;p;コ節也序文。 U:1・次 61-16ソ、 166-167B、樹立ゐ「江;上10‘:385

員 f;lj +， . ;l-~ :2 ，['jiJ・'i!:1 .307員、 )11井・前'iUO. 215民ο 特に1-?fI主苔保護の定取

旨など存述べないが、鳩111'第 ，1Rラ :i8S民、我女・第4あ J十.~i~9 貝は特
約で平1) 住，i:i.~:~':C ~'tず 起草主権梓 iの見解は;J37ffJで前i主した。

ネ存・前{主 6 ・ 1同頁ば不動 1" で宮に関 21_ て"平J 移 ~.!"f\~ を予示していると t ' 

つハ

3引1小 司~ 2 i前 ;J1 . ::WEi手[;よ:1 új物 i:~:J 景、鑑定、~ijE-;:!rfi: ;>>t費m当こが0/:判費

削であって、登記手教科存人れない

二日社5り(仁以).:.)2G(コI1 ~'!82J 



研市ノ

出G93tr， 7て'"打てrl'9'r8};9C式保2G!日13!J'l日ハプて11;.9年;::Jiたは、買戻は11:

t河笠-:'il:~上るべ主との Utや jRけ占二)と侍立て考えるこ、不出合な杭呆になる

のではないか吋当時の半IJ仰を同~X (，:.bjえる」 ま"C'正イf売口時の所有惇移車ii'T 

数料を只EZ権'"史lサに Jjtヱが賢ヱに泣すド次に何Jγ戸I 司じに扱"の f、買戻

権F'f'生時に自分への断Hlfé移転 --r ，t~科を山び払仁すると同相な]数料を 2 凶

~1、う戸とになる口これとと、耽討?なユ:件子連，)'した 'fi!，，，:!土l"I"かな割、u!笠記千数

料ですdf.，そ弓でない再JUIT は所有枠移転子数字Ht要すゐシいろ F数料!の主

がなく士ってしま λつ'i'i三肩実権土分、頁ほか不利;こ在るので、反対iJLが!s:当だ

ろう いまは民間ならみ泊守コピと与れぐいるうミ、現行 IJ、ごち告記子役料~;:~，~山

台 ~-h に主的るべきじはないJJ

.( 3空戻は :+j'先買と1tべ、笠言 1手数件仁0)千:Jx-:があることは第3節 l芋j(.出

Iで述 ¥J人 つまリ、江院はC~ィ'[ろさ約解徐である 7)込ら所ヂj 惨め抹i j~iですむ Z 

AditTは再J見、対必干名!;与税を担当わ7.J;よならないf.付Lつt，_)---れ也、 主うかべ現fJ 
5313弘弁dd悦法ごは、百Jたも Tj"売買も最初ク)契約は f~ií' 千7 椿移転 Eあるから|寸法)):)

N.1Y:: の 「耳、効i辛のTfE己.1 ¥ ノ「所ィi，i今その移転の告;-C--' 、 子心計1;のぷ|苅に

よるf:t転。iB':記」内不動主主価額20/1000の登録料をl止す 貝民特約J土民法第F，ol

主ごと小劇!)1主資」;JJノ'j4 .C;:i:::{j :~凶 ω4 事、 t豆仏~-rトでJ' ;，~.:司ずる綬打己--' ;:;'j9(i ~-C' 主主 πE

Ii白色である 買戻なたは|円ィ、~)J J;;三 {}0~法/乃印有r: :5;，午改止、法律第 14 号 j で整泊

された þ{' )k笠 J己は{寸ぷ査で J~"Ch'.;' かうでは杭m澄ょと IcJ稿υ イ子料品J法::r~ 2 

全"1>十 h".J 坑 1: オ;;;rz令別主主はfυ保ほ守こちjす Z~~，~に分類した j 立録免許税Ij、

思Ij表毎年 、 :，.L:.) では民権額のバ /~Uω) 、 pþ有権日浅はtA~i~;-írt記ピある(ト"

市5D'$ ノ 2 、現行-m目指174-~長 L1J;(住1，JLj，:ζ:じギの 右u0惟利引めとから支

:itl.、イ有権訟であQtf己資{c)I;:j土瓜(副のキヰで志る (ボァ、!.r，，-- ~'・再;:03修止EE法

草案計特。 N;~)白~ . !(文・;:j: 1・，17，1¥1:，土云i宇ハヨヤノ高矢ヲ，;クヘキ戎ニ
[耳リ !l財山ハ寅守コヲ以7岩波吋}レスド肴怯ス といっ)"したがハ、沼海斜の

，1 //10G心l芸大Lた領ではない。不動産情釘の 1/l(l()(L~ り遥かにほ何でめど， c 

'['(反F主を行使しえ l訪台、J利自主Eじ1，'から、小動産 i泊lUω円である(引去 1(十一
1 んしたがうて、頁民特約付売買純子~J t'幸結時のそF記弘'同;エ、 iil' 有持+.t~:;::'こ小

貫r;; ;ç耐~IWi:l (})20/10(\O 、 fすι守μ巳 T!jc科;こ売古代全の?/ム∞0 であるこ口E芸評吏

1 J 時は、完i:~さげかlO(附 1 1I を支払えばよい 内光賀子約縫1rhYごとスTJめのリl有

権移車、())絞利は町二である。子均権ゴ〉堂p['，:二、物権変動を|じさ古る"山求権

の発生であ f て似Tt言しであゐ(仏令用語研究会編市斐関υ、令市語辞E!I!，第 2版」

(1'-!':ln問、 ド成:2全) 177~ 保守口己ー)ハ 'O'闘はヴj;，j<免許税法;rjリ表 I九i イ， f升

布柱。〉似すfJノ{比?~~ぇ又はが存のE汚点憶の保三ーのためのilA 有f:"2己'" その!日のl区

lzmJ ー ~.Û、抗日 3(“ 1 "古川



;1 典ア;II~円 1単これ!.-;-i; ri.'己，

民法ぃ11)7号権q;f費時に償還寸る民、安黄ペ'tiまま黄があるれだカ

開 *i~ 't::'が有対安だと L た判例がある

大判明治43年 5月23日民録16輯416頁 ィ、副所官房特約付，i::

r::て?¥3川、動rr:にET装資を出Lた アて審況は、売干の閉経費(こ対する議選北
j:tやljJめ、買んこの際;こ:Ii'i~:~;すれば足りるとし 特引がない :Jミリ、契約十~~:M; 

l 人j に .11、わなく f も、 ~)LJ. ¥代主炉契約皆目の kい '1、十詳しないだしt. ;f;RI~ 、

売買代令と認ギ~>n:射を託つてな刀、勺たので、売主目i ，j~"

|はによる[， J眼中J、の請求地の句作のための{I5Z.2戸寸当たり、不動虚価額
の1O/1()(コ0である 子約完結権行使汗l止、白夜と宍なれ、相〈な完~~.1~~約であ"

仁、Ji.:ヱ(工不動陀1山容;σ〉フO/J¥i山を:!:{， 1.2， 't~:がある日ム、上を総合するム、買戻

特約サ売買契約時」空Zjる受μ己:-，文科は、PT売買と上二べ汁L:f}'1的にイj相であるー
だが、前χ" したよう;、 ての;←択は l(:j81:-)4年までE立す!えないυ そ丸までのfr

J:2T続こ契約受JtJ~-~ ~>i る汁例理荷主ぷ慌に与え、 'þ)，~・円売買河わず、初め

の~:L: 't~で奇記子数料!土n+.が負担しと 2 する，r1反弘行使狩 ;-:I;F:;，じーが干数料

を港一玉する、すゐ三真主 J二組はないコしかL、買同も所有権将収子読でする;リ

%だ〉た←ら、弓iul1i移転こ[D1乙f数料を売士がふ[トぴ払う。 1たがって、手?約
費njに闘する計弘太年辛'Jitにしたがうと、三 γ!の1l寸柏:勝中f令官行j':.:tl、う?

とJ なる υ 円売買ヱ約で iよ、今度[よ完全が所有梓移転こ :1;[じF数字!fV与。了-
i(r2q市川いに初めの干さ叫手数料を返還Lないな hワ出いはなないじにτ7年i'!.

iプ士ヴは、この内でにし売買よりも圧倒的不利にな「てしま λ 九止7τ判j誌を安

当と I，~ごい出出である。 tJ\h二三、円民と fíf.::;'G't1 }~約でヌTj めの守ヨピ黄 Hnま変わ

λ ない)に l!.買買はi作l~ -'1記、 1': 完買予約!土f足立Zlこや前行が有利(完 i負J口だ
っろ} 地利行使院は大7τ711判決よ 1I、ヲ主主!土民主i移民、J数判式返還すゐ o
rYよは損しないI 中打局、勺lじよ!止切めの移恥特記、件、ヘトヨι行記科、 J州'1\~f~千数

半'1 を~ ~1~管オる ， ，売買だと奇て主Fl守二(土各々 、 目、移転ru科を負よけする「豆
l は移転与数刈 1~0九完 l は -fí~-，f喜主主そチヲ己子主主科 e 似tァ;;c 干数科ヰ'，'-;-l，貨ヲる c

比較すると自民lよ頁土にとっ之、F手話料がj，，--!:る可能可がある !'I、むti土には右ぷ:J

，己主;立、彼音λ「数料 什寸λ守λ料 Ij末m科}のうf、立 J:f;~:が右不'Jである o "九

3 節注 • -cポ 1アソサ 1が!剥n-'L/三在、 λきなrγはる:いリだが初め乃浮4ι手数

手1を契約貸用にへれ一:、いなら、ラ宅全(;t'K守二にこれを，5:，遣すれこすむのでよ!)イベ

杭 cあるコ百末、"戻:ょjW!K1→ lI'Jだが、た初心、"の土地等、没者あるJfを取り
此 1__&Jく寸るためr利時J，、れ、 7¥ミれたものてャあるリヤはり、現行グ)削Jえでも、

大if73f+'J決はψ:更されるべきである

二日社5り己主jD)2G(コ7 ~'!84J 



研市ノ

イベ主主貨に|埼し、判断いた民王室な判例であるが、右主主貨償制(，;!: rr戻惇行使グ)
'k~>~ 条件(，;はないのに、買戻日j間内に有主主Jl"予返還主吐る特，j;()の可能件を認め

ている「別掲八了巨13イ;2 HZ8I11ドIj;Xでbこの点;ニィ、fi;Jでみる 民民の対~(主主

て自lid式規去のにかぺ、そうし λ ろ特許~H ;i η されな!、だλ 主

九 l

01 

F 

在，dAI刊にお寸る判例 芯平行が'R!Fi:，こ対してJ'J!¥，ミた7;<，干与や之J荒し、契

約，¥V:戸時か九!日午ヰ越えるこ》荷認めなv、 持不'1行便の柏-WJ1" J三め T渇什

でも契約時から :0立を越えφ ことはできない l人I'-IJ/"止12年5日2h!又集

三主;~)82 頁乙大'[:11昭和五庁 11 月 38口氏主 7 在日部長は灼則iìq8 午;，';， H 毛過

貯の場今、特ポ-J~> ノh対とする)

真民的'':{1'を t詰/こさ品、い史的に問中る判明J了 ~ì~~ これらの'~;:，刊を;~えたさ

ない契約は:r IR口、異でも瑚，rj 氏〉ム呉市召丙 i~ も再三口とじたこ判例也、記苧宇t ζ

1，付iJd-、π売買の予約とすふ()¥判j糾治お年1ο;j只 H，己久仏梢9~;.26 ，¥:1.)る、
学者もその主うに~l-j ，; (我妻、注iJ亨

'j~，_l の凶 1 以[きさする U、[市南成に「却する半Ij J列;学説 走~11'1 者は iii民ι」、典グ)作

11 条件付所右格説から :;j~m~ ~/て僚経説をtf!十1 L 、(寸 1~ 法!日l 湾代的事件 J 日司

「る判例が箭栓;見をj采F77したことは日，:6':-，た l第 6L>i!、

債権討に変更されると、立J元格的E支度?47iが:;fj ;f，iになるυ った下下P'ii;(土、明

d_!:-;S年 3月1()E (})判決(;:'(:(t- 11持品4Ft，で、 ~iT'~注;よ ι主権であり、沼海

点i;'~T杭にし~が 1 て誌はとさるこした{賛成・鳩山)ム，丈が大仁 12:(

q弓部1'の判吋 L民主 1急円相頁 l 士、::'1 2桂をな言じする~で物定的効

んをねコ<7)ご、おこ呂 Vこ討jtr:-4るには迭問己を要すると Lた¥1μJ日 大手:1丈

11: 1:-)年 4 月 21 日民集 J 主~191 月) ，そし(B{i刊日年 q円1:':Rのね決【兵士長12

岳2;;;r~当 J が、江主悦 '，J)院博談段通知や民羊ジ〉承諾 l二十1妄だした まえ

明治犯注判i-!!:にちふれ、!可申J伏が買戻程をf前置とい たのは物校では在い

tl.'JミとふJ:}_，;'じ+""に悶する判例とマのうnれよ!it'前1.'r(iに詳しし~
ム6 氏支きhF節目プ7・327見返il_.第H'c'出 8.278見
~ Ji~0 ・ t行 4 封! . ;:o:: 7 . 37--1 ---~;73頁は、↑青博誌をな lj 、債権設波 7 怜 l よ"、

通告it宇を担」乞宇る J

lzmJ ー ~.Û、抗日 Z:JS)'!()(附



;1 典ア;II~円 1単これ!，-;-i; ri.'己，

といろ斉】*であって、債権該恨の法律で心l骨子る烹峠ではないといた J

のように判例は、民民権{よfJEだがfIZしによっ、、物格的ノ治力を払ち、 ιえ

併該目立T杭は小2Zとするのしたがって己記説止の該減T続、 与寸る差はな

くな ，t: 

JおJ 在:;-:;惟l均するその他の議誌 消ーに、'fü~~Jiïが完 i にワえられた続不 1

この占に院し亡、巧Jjfi4.J 信~ Ff 2(): 1干IJiJ;. (14 ，1 前 j~) は、であL点である

頁!ぇlif;Jiièを義務付けゐ *~'~'!0 を iiiめたーだが IIIR:生虫起草 {J' ち 1見守 JI立法'^'

生二苧者ち民間権!立売j-:(こ 方l刊にコえられる椛干'1 ずあり、~十にとっ{は

; ¥寺l切なものだと考えたひでのi辻、 KTU町引:K :4二 I~ n 26汁¥民集1::を767
は ~~l~惟は住ヰIj ごあ:)、五手さではない}し f ハ苧説もそのぶつに肝 L ど

いる リ江田、 Ji虫)

お に、i"戻持;正解除情か'[1i'刀、という山であるこ llJf71J ~士、起請宇iーと|司し

く、Jit;jÇ有利は在民主主~'-J の fi1( I;{;~権主回似す 10 止のであり、 ξrう効利之組長

幼あと府町:である èT る(日~jtQ 人~:人τ:-ì -;:ド G 月 J治 Et 、人~ )三τ!i)牛 r

i .1281民主長 !j希3りわしまたその却鮮が減試である([吋松、鳩山、情目、

1t~妻、札+， )l!; だが穴戻権を!制民収得憶とマる祝もある l 時出正要， JI!、

幾{ti並等jë.(にこの削ード~Lí~最近の刊例がある

パ前日亙之助「翼渡i.e~~間七花11 鴻(--. -. (~) (::::) J ~-.il、古台主主誌占 8守i?7

号、 E号、 9号 (H{Pf:1:j〆で)) ( :3 1 貝、技生 ~Ii売 j度:;(当」と liû喜淀干tI '1'" 

とし 3う住ょんについ， 1μ;'J J民口、研究有 (有斐問、 rrH:]42~) ょとi員) 129同 fわJ

山i幻J湯立巻7り(円相 9年)

ム"芯必 ~'~ 5節・!:{;;t.汁 1'，:大 ~S9 、 lG.f8 、鳩山 . r:~. 4 さ，~ . i'十 7・373H、

杭111'c:;i主10' :-)77 ---:-)78頁、我妥・第4i'! í'j ・注 7 ・:<-l l 頁、 *~11三・第ワ日ÎJ' 注

1 . :31;)-31 Ul 

:!" !i挙活丈察、 ~::m:u; ，:":}， 合雑誌 斗主^，せí3)'{JY;'^i土、詳除特有のんI.JJ~ (W~)4U 

条H:ノがことことく、員同会主に)1ジ村長れな vλ ことが論託し、民l込梓;ょfH:;.;ツ主

Jレ同じく 形成十年ではあるが、物作.11iヰ権とする このじ立はlム倒的世21〔説であ〆 J
リ持111'第 4節。注 i. :q:3頁注 ;:1I1 前注!日 フ3頁は不動川取円程

であフに解除権ではなし ι とする。幾ft通事l版不動E三告示 ，，2;:t -，~ U斐問、町

村14G主 :1 ;-.l9、294同も物福取得住とするり l汁百し奇いが、迂l力'J勾弘人・ヰミ判・

1;');1::11年t:a.門!)-76只:二、物権取得権内心分手掛う 1)'::: '1サIJI刊のj州:i-試みるr

二日社5り己主j1)2G(コ5 ~'!861 
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最判平成11年11月初日民集53巻自号1965頁 イ、主}jJR;'，買戻持初旬売買宇治;。

梨約料品JI時 lよ印有印年 G 月リ~Jt外デ己 1 がその所有地ふ ~t外貿 1ーに。泊、:-(j6()

jJp:J と売却し、 i~~Gを程~した 口}足斯間以~ 1j一同~当該契約において次

の特約をしたυ けよれ問土は 3t以内にバ1'1土」也を有r~治えイ七万Ú!~立刷 i也子し

て主回し、「庁;正はそのじ的IHl:ニ使用~~ 7J:: ~- '0 特約に反日 Y王、訴外売干

は完只代全 ýi~;Ç_ ~/ 民いlAすことがでミる J 、l'成元午、 YUJfr外'fi:Jか

ム主主J民館l引きfつのJ丘斗悼"立;三千受け、 背記か径行fしト ~J~タトローの i古持者

Xも:rij椋fこれ，:!;特設定登記を針「竹したー、I'-hゐ/年 3月、 IJ:;A!ト売主が買!え栴

{j'告をしたハ平成g!f;:;月、 Xiま 般債依者と L 、~戻代金缶肢を4:: L~'rì1 

ース、ト I~二 I~n、y(土物卜fU，:'，才的丁伐として|斗債増千平I，Hち?な ふ戸

で同年引円、詳外7c_+は代金を供三 l~ iι 審はX勝訴 !早春!エ3勝訴。

XI土上山 L、真民権Lイ史は迎注目ヲ応寺南~'-i' あるから物上「tf立構はそ1cし品、い

こ j:_!);Rした 恥~-~，栽は〆?との坪山により物卜代Fす i'ffi 1'ÿ N.! による ft 令官→椛ク')!~.

1!11 {(， i之、め、 Xの卜;11を来J正-，T- 弘主権!土民民権1-r ~tで消減する内、行犯

まご行 ;~'JJ によ子也 L てい允二〉ゲらとl じノo ?)， Dt;~j;呆ま E も門茂弘行使で桟減

されるのではな ν、。またH:IT'(-(;令は目的切の，l'l耐hとみることがで主

物の:;~却滅失でほおずfがえる金銭といごち ~'Iんし支えない J

巨戸」

ここ数|字、 i土で 宅地分詫J-宜~L、特灸11 をため、被分謀者が特約:ー違

反すれば、互いMオということがなされているが2、でよ Lた剖5'tC.!:.'二減する単

1牛弘める υ 本{十すf茶で判明 e 二重~r，~(，こしたがい、t1戻権メト i'~ 及l)'g fJJ!o;!;J;桧と併する

l、yo)抵当権は迎泣的;二消滅するので、物 UV，!J主が発11'，lない x0)十張

が止しいこルになわ

J凶説 PI例に片仁、 1主権，ltU-ヰ摂と!祥すことで泊三 ι効O~広大が;)1]がオしるとす

る主主引もある〈買戻続は、権刊行使によっ C完1が;1，有終1::;fz I1戻せる (fl 
{ヰ7る， '男枠取;-S;o，fをに、三える。アごがp，'i~ 持字以得 rる J芭 It-tでは売むにおいて所

一J1) I 前;上1" つ13民はこ札がjll深目的だとする c近ιて 第!~ sn " ;.:;: 8 ' 259 
E司、直J，-，LI):: (tl:J保1~惇法 (寸→斐閥、平成lG/f;292tfc ~f: JIMt.~-f:うf該に日正し、

転売禁 lふ蒔保するために買戻ふ!tjl 'る例がある l おl 潟地tlJ山手:I~L年E 月 21-; 円

tlJ:時5'2，1'r;引自)。
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;1 典ア;II~円 1単これ!，-;-i; ri.'己，

有権移転時よJをイて<':-又払時 l立と約す JL占(;e子C)買守::07)持つ問権も1"1じである J 泊

;;;:'1よ質問権在迎&:':(]:Ij;(除f，ti;辿に上り、 ifj有権を取り戻寸 i主総と!Yしす 物権lカ

~t{f~併とするここ吋垂~~cレ L のぶつに泣うのかを埋治的ト:解明することは今以

の，t0t~;t~*;mだ r ，[1、われる

な五、この制組以外にも?売っか肉眼かある。 TI戻持1i:主には売買代主と契約

受;Iiの1itftそが必lよcある 巨:tlt>r、をしただけ-("1土lJりない どがづきそをみる

L 、は手'1行使の虐雪討不小九 4牛f1去の債作者等の主押伐にi其乏して v、r心、 そ

うだこ t どと、Ij-hÿ~ --1 :C-3日目f、の買月持行使は成立L"C~ 、ない 1 権利汀↑史の主

主主持(，土f!':託した平成g!f:-!Aごはないか 了T 十が~戻代金受領ヰ十hγA したの

℃、 fL合存吹古仁|ぺ宣干にi邑J:D しなここが以て民法第4-0:)条や ~;~J--↓， ~た判例が

あ{)'/戸、太平lJ大IT9午パ t!911民設2日桁13，，4頁 もη とも代金投泣を債務の司、

清と llJ Vi: した内 i二 n，~~gだと以うん :Jl 日 é" 内すX と Y の :;:l~当権は i血法的に市或

したこするC')カ ;if!~ v のではなし、かー

次貨Jて1'Ví> ，:~を抑〈や物 t1\fi!_がむきるのかと L う点であるじ長人'ft ィャ:ht

官、は、住利行使、乃要刊であるからft務の淀れで(二なく、十年手I!i:i'叱fある L/干

が ιーヨアかりイtノ叩，)1__1J、を"古求寸ることはで主ない、'R.t:~三代ノ子 j者停を烹T に

t~だな L のじ。イピ今提f!:長内、ぞれがt'i J の責任財民 L 人った後 l 令伎を主 1

liji さえるな!.--~引であるが、その 11りにア干しな(， "f~梓矛乏し1 11'えることはてきる

の#人ハか これまで (，-:Jfn去さZしに泊料ニ泊な;iy['毛沢から9-;~) c 、 'H~l主が!堺市、也

か物権1:{得権かグ)rl:h再以巨~iO) H};I.~楕円相(:t:R01-，1 :~泌が含まれてし ι る

t1JをtU例li.学説や総析す一ると只1).、のそ}~布。~1'lJi主l士:止;うてのように v える。 じ

ツ:l 'j~);，に細か" '}B':つかの問題，'，がめる 半IJj列pト、買関権はit青山売すれしE、母示'.1

行 f~(?)相 7 々はI;QX;'i，である。'(:';~};人↑に企がf定供 fl Íf ;'.:差!~tr;l ，:，えられると寸る王、

代金~lH:~的知千万がお主己でなくなふ、r:-'t 反権-f"'記\'- ，~れる抵当砲の行使 i ょっ

亡、なぜこういうことが1';能であるのつ~また市々、本刊は頁lえ粁が，;UY(すμ己資

zdなあ i:、Yはこ のr-t民法li ペ~1:-覚惜し、 ν たtてであるから物 rJtfliヵ 351 及

的:二+tf::効になっても不ョjJちともない Y!i旬、長づる::]!:¥rはない 4うに，巴ろに
参与 ζ して末11:. ;，丹~íJ・ ?+:3 ・ 31 ，1----315-8. !よ、再完乏におけるむことむ古事例

で、 'jL土が 'R土ドキ霊平Ijf Jj児し、 ~.é;m'1îが;11有権を丈)-=-，~:について、 1尽な日 rl)

1杭寸きで」棒引を取得しているのだから、後|、所有存を失ってもやιを
?与なし、こする

二日社5り己主j:l)2G(コ3 ~'!2只 1



研光ノ 1 

的物、期間、買戻黄用に|羽する定めが強行法組である点は起草者の意|χ!と掛な

らないじ買戻の安件を満たさない契約を丙売買とする内も起l;i.:7i"巳図と違わな

い〔目的物は買キへの内布移転を原則としている〔 ι要費σ)(員避は口県権行使
の世件とせf'(有話費償還を買戻の条件とする特約を認める判例lもあった)、

契約費用、有益輩。)1'1容も少し具体的になった。そして法的構成は債権説とす

る起芋1i"にしたがうが、判例は、登記により、物権的効力を持ち、債権"畏{度手

続を要しないとずる。\1戻権の性tiは遡及効ある解除栴である。 ~\'t~\ じて、大体

は起草省に忠実であり、事項によってはより旦体化したり、発反させている p

以上でJ1戻の歴史的考祭を終え、現代の¥1更の理解に淫した。そこで次章か

らは、この理解を前提にf山の手|典型利保との比較からf丁い、そうすることでそ

こでみられる穴戻の特性がどこからくるのかについて検討する。
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